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贋
東
に
お
け
る
商
人
圏
韓
の
再
編
に
つ
い
て

ー

l
贋
州
市
商
曾
を
中
心
と
し
て

i
l

陳

来

幸

一

康
州
市
商
舎
の
成
立
ま
で

ー
肢
州
商
務
線
舎

(蹟
州
協
和
商
曾
)

2

慶
州
市
市
商
曾
と
慶
州
市
岡
民
協
舎

3

一附
民
運
動
の
二
つ

の
展
開

4

商
人
園
髄
の
整
理
と
慶
州
市
商
舎
の
成
立

二

一

九
二
九
年
断
食
法
以
降
の
華
南
の
商
舎

-
康
州
市
商
舎
と
圃
民
政
府

2

華
南
の
商
合

・
線
商
舎
と
中
華
線
高
間
曾

3

図
民
政
府
下
の
「
革
命
的
商
民
」

お

わ

り

-108-

本
稿
の
主
な
目
的
は
贋
東
省
を
中
心
と
す
る
華
南
の
商
舎
の
生
成
と
設
展
を
跡
附
け
る
と
と
も
に
、
国
民
薬
及
び
園
民
政
府
と
商
舎
と
の
閲

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

テ
ー
マ
の
選
定
、
史
料
利
用
の
方
法
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
格
段
の
進
化
を
み
せ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
釣
象
と
す
る
時
代
は
清
末
か
ら
民
園
初
期
に
偏
重
し
、
園
民
革
命
以
後
の
研
究
が
少
な
く
、
「
御
用
商
曾
」
と
し
て
片
附
け
る
定

近
年
の
商
舎
研
究
は
釘
象
が
贋
域
化
し
、



説
か
ら
離
れ
、
具
龍
的
に
園
民
政
府
に
お
け
る
商
曾
の
役
割
に
言
及
し
た
も
の
は
更
に
少
な
い
。
本
稿
で
は
第

一
に
、
贋
州
国
民
政
府
に
始
ま

る
黛
園
(
以
蕪
治
園
)
韓
制
下
の
国
民
薫
政
府
と
商
舎
と
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
に
重
貼
を
置
き
、

一
九
二
九
年
に
公
布
さ
れ
た
国
民
政
府

の
商
曾
法
に
よ
っ
て
定
着
し
た
そ
れ
以
降
の
商
舎
の
特
質
に
つ
い
て
素
描
を
試
み
た
い
。

(
3
)
 

中
間
に
お
け
る
圏
内
各
地
の
商
舎
は
、
同
じ
商
曾
法
に
規
定
さ
れ
た
祉
舎
組
織
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
ご
と
に
特
色
を
持
つ
。
本
論
で
は
、

海
外
の
華
僑
枇
曾
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
華
南
地
域
の
商
曾
を
釘
象
と
し
、
そ
の
地
域
的
特
色
を
描
出
す
る
こ
と
を
第
二
の
目
的
と
す
る
。
そ

こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、
中
園
の
商
曾
制
度
に
内
包
さ
れ
た
海
外
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
、

つ
ま
り
圏
内
の
商
舎
と
圏
外
の
中
華
徳
商
舎
と
の

関
係
に
つ
い
て
も
具
韓
例
を
通
し
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

華
南
の
商
舎
の
う
ち
、
と
く
に
贋
州
線
商
舎
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
贋
州
が
園
民
黛
に
よ
っ
て
初
め
て
政
権
が
樹
立
さ
れ

た
地
で
、

一
九
二
四
年
の
商
圏
事
件
が
も
た
ら
し
た
禍
根
が
、
そ
の
後
の
園
民
黛
と
商
人
園
龍
と
の
開
係
を
規
定
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

清
末
民
園
初
期
に
お
け
る
慶
州
の
商
人
組
織
と
商
圏
に
つ
い
て
は
郎
捷
氏
等
の
一
連
の
研
究
が
あ
り
、
一
九
二
四
年
の
商
圏
事
件
に
つ
い
て
も

(5
)
 

多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
が
、
こ
と
慶
州
線
商
曾
そ
の
も
の
に
閲
す
る
専
論
は
な
い
。
管
見
の
限
り
商
舎
の
一
次
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
残
つ

(
6
)
 

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

三

0
年
代
以
降
の
商
舎
檎
案
が

一
部
虞
州
市
檎
案
館
に
残
存
す
る
程
度
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
商
曾
槍
案
ほ
か
、

109ー

第
二
歴
史
槍
案
館
の
慶
州
国
民
政
府
槍
案
、
園
民
薫
黛
史
委
員
曾
の
政
治
曾
議
槍
案
と
五
部
槍
案
、
及
び
そ
の
他
の
周
謹
史
料
を
使
い
、
嘗
時

の
商
舎
、
と
く
に
商
曾
と
国
民
政
府
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
見
極
め
た
い
。

慶
州
市
商
曾
の
成
立
ま
で

贋
州
商
務
線
曾

(
贋
州
総
商
曾
)
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(
7
)
 

清
朝
末
期
、
商
曾
成
立
前
夜
の
慶
州
に
は
三
つ
の
重
要
な
枇
曾
組
織
が
成
立
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
、
城
の
濠
の
改
修
と
維
持
管
理
を
目
的
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に
西
闘
の
紳
士
何
太
清
等
と
十
三
行
出
身
の
四
大
富
豪
が
組
織
し
た
清
濠
公
所

(一

八一

O
年
設
立
)
を
ル

ー
ツ
と
す
る
文
澗
書
院
。
書
院
と
名

が
つ
く
も
の
の
、
教
育
機
関
で
は
な
く
、
生
員
以
上
の
資
格
を
持
つ
士
紳
が
集
ま
る
枇
交
サ
ー
ク
ル
で
あ

っ
た
。
そ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、

の

ち
に
立
憲
及
び
地
方
自
治
運
動
の
中
堅
と
し
て
成
東
地
方
自
治
研
究
枇
を
結
成
し
、
贋
東
諮
議
局
に
参
加
す
る
。

(
8
)
 

第
二
の
組
織
は
、
慶
州
の
各
同
業
公
曾
「
行

(
ハ
ン
)
」
よ

っ
て
組
織
さ
れ
た
七
十
二
行
で
あ
る
。
南
北
行

(
同
徳
堂
)
、
米
行

(
永
安
堂
)
、

茶
行

(昭…遼
堂
)
、
磁
器
行

(政
勝
堂
)
、
銀
業
行
(
忠
信
堂
)
な
ど
各
同
業
組
織
は
庚
州
の
行
政
省
局
に
替
わ
り
税
金
の
代
理
徴
収
を
行

っ
て
い

一
八
九
九
年
、

慶
州
に
汲
遣
さ
れ
た
大
祭
士
剛
毅
が
巨
額
の

軍
費
負
携
を
各
行
に
強
要
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
緩
や
か
な
連
合
穏
を
組
織
し
た
。
七
十
二
行
と
い
う
名
稽
は
こ
れ
以
降
定
着
す
る
。

た
。
相
互
の
連
帯
意
識
が
希
薄
で
、
散
漫
な
集
合
健
で
し
か
な
か
っ
た
各
行
は
、

九。

七
年
冬
、
七
十
二
行
を
母
躍
と
す
る
商
人
群
は
、
西
江
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輯
捕

(
讐
察
)
権
奪
回
を
企
園
し
、
庚
東
戒
煙
舎
を
華
林

寺
に
結
成
し
た
。
こ
れ
が
卑
商
自
治
舎
と
な
り
、
商
人
を
主
成
員
と
す
る
有
力
な
立
憲
固
健
と
な
る
。
前
述
の
庚
東
地
方
自
治
研
究
枇
は
主
張

(ω) 

が
穏
や
か
で
あ

っ
た
の
に
針
し
、
印
可
商
自
治
舎
は
急
進
的
な
主
張
と
行
動
で
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
辛
亥
革
命
後
、
立
憲
汲
の
急
先
鋒
闇
耀
で

あ
っ
た
卑
商
自
治
舎
は

一
旦
解
散
を
除
儀
な
く
さ
れ
、
卑
商
維
持
公
安
舎
に
生
ま
れ
饗
わ
る
。

第
三
の
組
織
は
慈
善
図
瞳
と
し
て
の
善
堂
で
あ
る
。
贋
州
で
は

一
八
六
九
年
か
ら
二

O
世
紀
の
初
頭
に
か
け
、
前
後
し
て
一
五
以
上
の
善
堂

が
設
立
さ
れ
た
が
、
う
ち
九
大
善
堂
が
特
に
有
名
で
あ
る
。
善
堂
の
運
営
を
主
宰
し
た
の
は
有
力
商
人
で
、
や
が
て
商
界
の
紛
糾
事
件
は
九
善

堂
の
一
つ
贋
済
醤
院
で
調
停
さ
れ
る
の
が
習
わ
し
と
な
り
、
商
家
で
従
わ
な

い
者
が
な
く
、
庚
済
暫
院
は
商
事
公
断
の
場
と
な
っ
て
い

っ
た
。

一
九

O
五
年
に
起
こ

っ
た
ア
メ
リ
カ
の
華
僑
排
斥
法
案
に
端
を
護
す
る
米
貨
ボ
イ
コ

ッ
ト
運
動
、
上
述

一
九

O
七
年
の
西
江
輯
捕
権
の
奪
回

さ
ら
に
翌
年
の
第
二
辰
丸
事
件
を
き

っ
か
け
と
す
る
史
上
初
の
日
貨
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
、

そ
し
て
卑
漢
鍛
遁
の
回
収
と
そ
の
固
有
化
反

運
動
、

針
運
動
に
よ

っ
て
覚
醒
さ
れ
た
七
十
二
行
と
九
大
善
堂
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
清
朝
最
末
期
の
立
憲
運
動
、
自
治
運
動
の
展
開
へ
と
、

地
域
商
人
と
知
識
分
子
を
ま
と
め
て
ゆ
く
求
心
力
と
な

っ
た
。

さ
て
、

一
九

O
四
年
に
設
せ
ら
れ
た
商
曾
簡
明
章
程
に
よ
り
、
各
地
で
商
務
線
舎
、
商
務
分
舎
設
立
の
議
が
あ
が
る
や
、
慶
州
で
は
緩
や
か
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廃州線商曾職員表 (1928年 8月頃)表 1

銀業行忠信堂

鮮魚行聯志堂

都殿邦

胡領裳

正曾長

話Ij曾長

雑木行同志堂

五肇銀行

蹟州織i査土布公舎

I羊煤行

議料行l併志堂

彰礎立

黄曾民

劉維文

傍盆之

陳徳農

欧陽明西靴行敦和;堂

鄭熔文 北江勝連行聯盆堂

梅兆照 上海綱布縞行守経堂

崖銘三 花紗行綿遠堂

i馬陶侶 北江桟行恨和堂

四七名 (一行一人)

-0名常務曾輩

葦曾

な
連
合
龍
と
し
て
の
七
十
二
行
が
す
で
に
存
在
し
た
の
で
、
こ
れ
を
母
程
に
、

一
九

O
五
年

一
月、

(
日
)

慶
州
商
務
線
舎
の
準
備
機
構
が
城
西
地
直
に
あ
る
九
大
善
堂
の

一
つ
、
康
仁
善
堂
で
結
成
さ
れ
た
。

二
四
僚
か
ら
な
る
創
緋
章
程
を
定
め
、
正
式
に
新
城
曇
行
街
に
お
け
る
慶
州
商
務
線
曾

(線
理
左
宗

事甘

・
協
理
鄭
観
感
)
設
立
の
申
請
が
受
理
さ
れ
た
の
は
、

{
げ
)

(四
月
二
八
日
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九

O
五

(光
緒
三一

)
年
五
月
一一一一

日

『商業特刊J(庚東全省商曾代表大合大事記、 1928年9月)78-80頁。

上
遮
の
通
り
、
海
外
華
僑
を
巻
き
込
ん
で
の
度
重
な
る
主
権
奪
回
運
動
に
自
質
的
に
参
加
す
る
の

み
な
ら
ず
、

『庚
東
七
十
二
行
商
報
』
(
一

九
O
八
年
)
の
琵
行
な
ど
に
よ
り
、
官
一俸
の
手
段
を
も
獲

得
し
て
い
た
庚
州
商
入
居
の
政
治
的
結
集
は
、

他
地
域
を

一
歩
リ
ー
ド
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
し
て
、
辛
亥
革
命
を
経
た

一
九

一
七
年
、
慶
州
商
務
線
舎
は
新
し
い
商
曾
法
に
基
づ
き
、
慶
州
総

商
舎
へ
と
改
稿
さ
れ
、
線
董
制
が
曾
長
制
へ
と
衣
替
え
さ
れ
た
。

た
だ
、
初
期
の
頃
の
慶
州
総
商
舎
は
必
ず
し
も
廃
く
商
業
界
の
線
意
を
集
約
す
る
し
く
み
の
上
に

成
り
立
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
組
織
に
「
系
統
無
く
」、

一
O
O
O元
の
出
資
で
商
董

と
な
る
遁
が
聞
か
れ
た
の
で
、
裕
一崎
な
商
人
だ
け
が
基
本
金
を
供
出
す
る
こ
と
で
、
商
家
の
名
義
で

同
業
者
を
代
表
す
る
と
と
も
に
、
名
撃
を
欲
し
い
ま
ま
に
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
「
随
習
」
は
他
の

省
の
商
舎
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
、
か
つ
ま
た
「
異
聞
」
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
も
回
憶

さ
れ
て
い
る
。
多
額
の
基
本
金
や
曾
費
の
保
管
の
仕
方
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
か
、
舎
長
の
専
横
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
が
な
い
な
ど
、
線
じ
て
舎
の
運
営
が
透
明
性
に
紋
け
て
い
る
と
し
て
、
部
外
者

出所.

か
ら
は
往
々
に
し
て
批
判
の
矛
先
を
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
卑
商
自
治
曾
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ァ
プ
が

一
方
で
顕
著
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
慶
州
線
商
曾
の
枇
曾
的
影
響
力
は
さ
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
と
し



282 

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
論
の
主
な
絞
遮
釘
象
時
期
で
あ
る
、
市
商
曾
に
再
改
組
さ
れ
る
直
前
の
二

0
年
代
後
宇
に
お
け
る
虞
州
総
商
舎
の
指
導
屠
は
表

1
の
通
り
、

同
業
組
織

(
堂
)
ご
と
の
振
遣
代
表
を
中
心
に
線
商
舎
の
指
導
屠
が
構
成
さ
れ
て
い
た
黙
を
確
認
し
て
お
く
。

2 

慶
州
市
市
商
曾
と
庚
州
市
商
民
協
曾

商
圏
事
件
の
前
兆
と
も
い
え
る
虞
東
政
府
と
地
域
商
人
と
の
確
執
は
孫
文
が

(
第
二
次
贋
東
政
府
)
大
線
統
に
就
任
し
た

一
九
一
二

年
か
ら
確

一
九
一一一

年
、
孫
文
は
贋
州
総
商
舎
が
官
民
間
の
合
作
に
「
非
協
力
的
」
で
、
革
命
の
進
展
の
「
妨
げ
」
と
な
る
こ
と
を
理
由
に
、

内
政
部
長
巴
志
伊
と
財
政
委
員
曾
委
員
長
楊
西
巌
に
命
じ
て
庚
東
全
省
商
含
聯
合
舎
を
設
立
さ
せ
、
商
人
革
命
を
指
導
さ
せ
た
。

認
で
き
る
。

一
九
二
二
年
、
嘗
局
が
舗
底
(
庖
舗
営
業
)
権
を
代
債
な
し
で
取
り
消
す
こ
と
を
求
め
た
の
に
封
し
、
商
庖
主
は
結
束
し
て
舗
底
集
議
線
所

位
す
る
と
、

一
二
月
に
庚
州
市
政
府
は
慶
州
市
権
宜
直
域
範
園
を
指
定
し
、
慶
州
市
再
開
設
方
法
の
青
鶏
糞
を
護
表
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
庚

を
組
織
し
、
こ
の
政
策
を

一
旦
白
紙
撤
回
さ
せ
て
い
た
。
次
い
で

一
九
二
三
年
、
孫
文
が
再
度
大
元
帥
の
名
義
の
下
、
贋
州
で
政
権
の
座
に
復

州
市
首
局
が
制
定
し
よ
う
と
し
た
新
し
い
係
例
「
統

一
馬
路
業
構
案
」
に
反
釘
し
た
商
庖
街
の
商
庖
主
ら
は
、
再
び
結
束
し
て
舗
底
維
持
曾
を

組
織
し
、
翌

一
九
二
四
年
五
月
、
線
商
舎
と
と
も
に
新
保
例
の
反
針
と
舗
底
構
図
版
の
運
動
を
繰
り
贋
げ
、
ゼ
ネ
ス
ト
を
武
器
に
新
保
例
を
撤

(
幻
)

固
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
も
と
も
と
舗
底
集
議
練
所
に
集
ま
っ
た
中
小
商
人
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
が
虞
州
市
市
商
曾
(
一
九
二
四
年

正
式
成
立
)
で
あ
る
。

慶
州
市
市
商
舎
は
正
式
費
足
直
前
に
勃
琵
し
た
商
園
事
件
に
際
し
て
晶
画
局
側
に
協
力
し
て
救
済
活
動
を
行
い
つ
つ
市
面
の
維
持
に
霊
力
し
、

圃
民
集
慶
州
市
第

一
直
一
八
匿
分
部
を
組
織
し
た
。
市
商
舎
は
園
民
集
の
黛
義
の
宣
俸
に
努
め
、
線
理
の
側
に
立

つ
地
域
商
人
闇
穏
と
し
て
自

認
し
、
首
局
の
許
可
を
得
て
慶
州
市
商
事
公
断
鹿
を
増
設
し
、
市
商
曾
日
報
と
市
商
曾
週
刊
を
接
行
す
る
な
ど
、
着
賓
な
活
動
を
展
開
し
た
。

さ
て

一
九
二
四
年
夏
、
線
商
舎
と
贋
東
省
各
地
豚
商
舎
の
商
固
か
ら
な
る
商
圏
軍
聯
防
線
部
が
軍
政
府
に
よ
る
武
器
浸
牧
に
抗
議
し
て
再



(
お
)

び
ゼ
ネ
ス
ト
を
敢
行
す
る
構
え
で
こ
れ
と
釣
峠
し
、
賓
際
に
衝
突
事
件
(
商
圏
事
件
)
に
ま
で
琵
展
す
る
と
、
中
園
園
民
黛
中
央
執
行
委
員
曾

は
六
月
に
増
設
し
た
賓
業
部
を

一
O
月
二

O
日
に
商
民
部
へ
と
改
稽
し
た
。
こ
の
年
の
初
め
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
全
園
代
表
(
一
全
)
大
曾

で
は
商
民
運
動
に
閲
す
る
決
議
は
無
く
、
商
民
部
の
仕
事
は
手
探
り
の
状
況
で
あ
っ
た
が
、
園
民
黛
が
手
始
め
に
慶
州
市
商
民
協
舎
の
組
織
に

着
手
し
た
の
は
事
件
直
後
の
一
九
二
四
年
末
か
ら
二
五
年
初
頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ

い
で
中
央
商
民
部
の
指
導
の
も
と
で
中
山
牒
に
商
民
協

舎
が
成
立
し
た
の
が
二
五
年
の
六

l
七
月
。
そ
の
後
庚
東
省
黛
部
と
省
黛
部
商
民
部
の
設
置
が
準
備
さ
れ
る
と
、

(

μ

)

(

お
)

立
商
民
運
動
講
習
所
が
開
設
さ
れ
、
二
六
年
一
月
三
日
に
第
一
期
生
二
八
人
を
迭
り
出
す
。

一
O
月
に
は
中
国
国
民
集
黛

そ
し
て
、
二
六
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
園
民
黛
第
二
回
全
国
代
表
大
舎
で
「
商
民
運
動
決
議
案
」
(
一
月
一
八
日
甘
乃
光
報
(駐

日
か
採
揮
さ
れ

て
以
後
、
商
民
協
曾
設
置
の
運
動
は
大
い
に
は
ず
み
が
つ
く
。
三
月
の
報
告
に
よ
る
と
、
贋
東
で
は
六
つ
の
商
民
協
舎
に
五

O
O
八
名
の
商
民

が
組
織
化
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
歴
史
的
経
過
を
お
お
ま
か
に
整
理
す
る
と
、

一
九
二
五
年
七
月
一
日
、
庚
州
に
園
民
政
府
が
成
立
し
た
時
鮎
で
、
贋
州
市
内
に
は
慶

州
線
商
舎
、
慶
州
市
市
商
舎
、
慶
州
市
商
民
協
舎
と
い
う
三
つ
の
系
統
の
商
民
組
織
が
鼎
立
の
観
を
呈
し
、
さ
ら
に
園
民
黛
寄
り
と
自
認
す
る

庚
東
全
省
商
曾
聯
合
曾
が
全
省
規
模
の
要
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
に
ほ
と
ん
ど
か
か
わ
り
合
う
こ
と
は
な
く
、

「屋
上
に
屋
を

架
す
」
様
相
で
あ
っ
た
。

3 

商
民
運
動
の
二
つ
の
展
開

一
般
的
に
「
商
民
運
動
」
と
は
、
第
一
次
園
共
合
作
以
降
園
民
集
中
央
及
び
省
市
業
部
商
民
部
に
よ
る
指
導
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
商
民
協

舎
の
運
動
、
つ
ま
り
、
農
民
運
動
と
同
様
に
、
専
門
の
運
動
員
を
使
い
、
郷
鎮
地
域
に
波
及
さ
せ
た
、
共
産
黛
の
影
響
の
強
い
国
民
黛
に
よ
る

商
民
協
曾
運
動
を
指
す
。
商
民
協
舎
は
革
命
策
源
地
の
慶
州
で
一
九
二
四
年
末
に
初
め
て
誕
生
し
、
ピ
ー
ク
時
の
一
九
二
七
年
七
月
頃
に
は
少

(
初
)

な
く
と
も
一

O
省
三

O
蔦
人
以
上
の
舎
員
を
組
織
化
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
京
圏
民
政
府
の
成
立
と
と
も
に
黛
内
の
左
祇
勢
力
が
急
激
に

283 
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力
を
弱
め
た
た
め
、

一
九
二
九
年
以
降
、
商
民
協
舎
は
既
存
の
奮
商
舎
と
と
も
に
、
地
直
ご
と
に
結
成
さ
れ
た
商
人
園
韓
整
理
委
員
舎
の
手
に

よ
っ
て
解
散
を
徐
儀
な
く
さ
れ
、
商
民
暦
は
新
た
に
組
織
さ
れ
た
市
商
舎
や
綜
商
舎
へ
と
統
合
さ
れ
、
短
い
命
を
終
え
た
。

共
産
黛
の
強
い
影
響
が
見
ら
れ
る
、
国
共
合
作
下
で
の
国
民
議
の
商
民
協
曾
運
動
を
狭
義
の
「
商
民
運
動
」
と
す
る
な
ら
、
在
地
商
人
の
覗

黙
か
ら
商
民
運
動
を
麿
く
定
義
す
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
の
慶
州
市
商
曾
誕
生
時
期
以
降
、
市
商
曾
に
集
ま

っ
た
商
工
業

者
た
ち
は
、
自
ら
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
盛
ん
に
「
商
民
運
動
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
商
民
運
動
は
成
豊
末
年
ま
で
の

草
味
期
、
光
緒
中
期
か
ら
宣
統
末
ま
で
の
萌
芽
期
、
民
園
初
頭
か
ら
民
園
一
五
年
ま
で
の
滋
長
期
、
民
国
一
五
年
以
後
の
組
織
的
系
統
的
商
民

運
動
時
期
と
い
う
四
期
に
時
期
直
分
さ
れ
る
。

好
鈴
曲
折
を
経
た
す
え
、
園
民
黛
政
府
と
商
民
と
の
閥
係
が
お
お
よ
そ
定
ま
る
ま
で
の
、

一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
い
た
る
こ
の
重

要
な
時
期
に
、
贋
東
に
お
け
る
二
つ
の
商
民
運
動
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
の
か
。

以
下
に
整
理
し
て
み
た
い
。

①
庚
東
に
お
け
る
国
民
集
系
商
民
協
舎
の
商
民
運
動

一
九
二
六
年
初
め
の
二
全
大
曾
で
商
民
運
動
決
議
案
が
遁
過
し
、
宋
子
文
が
商
民
部
部
長
に
就
任
し
、
商
民
協
曾
章
程
(
一

O
章
六
人
保
)

- 114一

が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
上
海
、
北
京
、
漢
口
、
江
蘇
省
、
資
西
省
、
湖
南
省
、
江
西
省
、
直
隷
省
、
四
川
省
黛
部
に
も
商
民
部
が
設
置
さ
れ
、

国
民
革
命
の
進
展
に
随
い
、
各
地
に
商
民
協
舎
が
組
織
さ
れ
た
。
商
民
協
曾
運
動
は
、

期
」
へ
と
ピ

l
ク
を
迎
え
た
と
さ
れ
る
。
同
時
に
、
海
外
の
華
僑
枇
舎
も
こ
の
と
き
す
で
に
商
民
運
動
の
動
員
釣
象
と
な
り
、
商
民
部
は
海
外

(
担
)

部
を
通
じ
海
外
の
中
華
線
商
舎
へ
の
接
欄
に
着
手
し
て
い
た
。

一
九
二
六
年
七
月
を
も
っ
て
「
漸
進
期
」
か
ら
「
接
大

庚
東
で
は
、
贋
州
市
商
民
協
舎
と
中
央

・
省

・
市
商
民
部
か
ら
二
名
づ
つ
の
準
備
員
が
汲
遣
さ
れ
て
構
成
さ
れ
る
全
省
商
民
協
曾
鋒
備
庭
が

(
お
)

二
六
年
三
月

一
八
日
に
成
立
し
た
。
錨
骨
備
庭
は
園
民
政
府
か
ら
準
備
金
の
提
供
を
受
け
、
奮
(
線
商
曾
系
)
商
圏
軍
線
部
の
あ
っ
た
西
瓜
園
で

五
月
一一一

日
に
全
省
商
民
協
舎
を
結
成
し、

五
日
開
に
わ
た
る
成
立
大
舎
を
開
催
し
た
。
曾
期
中
金
省
二
四
豚
か
ら
一
五
一
人
の
代
表
が
出
席



し

一
五
の
案
件
が
通
過
し
た
。
そ
こ
で
決
議
さ
れ
た
の
は
、
北
伐
へ
の
支
持
、
園
民
曾
議
早
期
開
催
の
主
張
、
農
工
商
撃
兵
大
連
合
の
擁
護

な
ど
の
基
本
方
針
の
確
認
の
ほ
か
、
奮
商
舎
が
持
つ
商
庖
開
設
及
び
倒
産
慮
理
に
閲
す
る
諸
権
利
の
回
収
や
、
商
業
拳
校
の
設
立
、
商
業
日
報

の
創
刊
な
ど
、
商
民
協
舎
が
着
手
す
べ
き
具
韓
的
な
活
動
像
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
期
間
中
の
五
月
一
一
一
一
一
日
、

一
三
八
人
の
代
表
が
車
に
分
乗
し

て
黄
花
山
岡
の
烈
士
の
墓
に
参
る
と
同
時
に
、
省
港
ス
ト
ラ
イ
キ
で
蹄
郷
し
て
い
る
州
労
働
者
に
釘
し
て
慰
問
を
行
い
、
商
民
部
主
催
の
宴
舎
で
は

「
革
命
的
商
人
は
圏
結
し
て
軍
閥
と
帝
国
主
義
を
打
倒
し
よ
う
!
園
民
革
命
の
成
功
蔦
歳
!
」
と
、
意
気
盛
ん
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
叫
ぶ

(
お
)

も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
半
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
執
行
委
員
中
の
一
部
「
腐
敗
分
子
」
が
各
地
の
商
民
協
舎
と
結
託
し
、
「
贋
東
各
地
商
民
代

(ω) 

表
大
曾
」
と
銘
打
つ
舎
を
組
織
し
よ
う
と
し
た
、
と
し
て
の
ち
に
黛
中
央
に
よ
る
制
裁
に
ま
で
護
展
す
る
事
件
が
お
こ
り
、
七
月
中
に
は
各
地

の
商
民
部
の
工
作
員
に
珠
防
的
措
置
を
講
じ
る
よ
う
周
知
が
な
さ
れ
た
。
同
時
に
、
「
鱗
圏
(
商
圏
を
結
成
)
」
す
る
こ
と
が
ま
ず
い
と
見
た
ら

今
度
は
「
塀
薫
(
商
民
協
舎
を
結
成
こ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
黛
に
取
り
入
ろ
う
と
す
る
投
機
的
な
土
豪
劣
紳
や
買
鱗
が
い
る
の
で
、
彼
等
の
思

う
つ
ぼ
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
充
分
注
意
を
促
す
よ
う
に
、
と
い
う
宣
俸
と
教
育
も
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
順
徳
豚
商
民
協
舎
を
め

ぐ
る
一
連
の
紛
糾
事
佑

γ指
し
て
お
り
、
農
民
協
舎
や
線
工
舎
、
農
工
倶
楽
部
と
の
関
わ
り
が
深
い
順
徳
豚
大
良
市
商
民
協
舎
の
設
立
の
問
題

(
判
)

ゃ
、
「
商
賊
」
に
翻
弄
さ
れ
た
順
徳
豚
水
藤
分
曾
の
問
題
な
ど
一
連
の
で
き
ご
と
が
確
認
で
き
る
。
や
が
て
、
順
徳
で
は
省
商
民
部
執
行
委
員

陳
園
強
が
「
商
賊
」
張
伯
超
・
梁
巌
沌
等
と
手
を
結
び
「
非
法
」
に
水
藤
分
舎
を
設
立
し
た
と
名
指
し
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
黙
に
お
け

(
M
M
)
 

る
陳
に
封
す
る
内
部
告
設
は
、
陸
豊
商
民
協
曾
の
設
立
問
題
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
圃
民
薫
内
部
の
極
左
分
子
の
行
き
す
ぎ
に
封
す
る
警

戒
が
、
商
民
協
舎
運
動
の
運
航
宮
に
お
い
て
顕
著
に
表
れ
た
事
件
と
し
て
特
筆
し
て
お
く
。

つ
い
で
、

二
六
年
一
一
月
二

O
日
の
各
級
商
民
圏
龍
聯
歓
曾
の
開
催
を
契
機
に
、
商
民
部
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
商
民
針
策
が
賀
行
に
移
さ
れ

た。

一
つ
は
、
翌
年
一
月
に
四
日
間
に
わ
た
り
招
集
さ
れ
た
贋
州
市
商
民
大
舎
で
あ
る
。
商
民
部
は
こ
の
た
め
庚
東
全
省
商
民
協
曾

(
陳
図
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強
-
一
驚
漢
宗
)
、
贋
州
市
市
商
舎
(
露
希
天
・
陳
銭
香
)
、
慶
州
市
商
民
協
命
日
(
蒋
書
耳
石
・
黄
組
培
)
、
贋
州
市
南
郊
商
民
協
曾
(
替
市
抜
臣
)
、
贋
州
徳
商
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曾
(
胡
硝
認
さ
か
ら
な
る
準
備
曾
議
を
数
度
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
慶
州
市
商
民
大
舎
は
補
助
金
二

0
0
0元
の
供
奥
と
、
贋
東
全
省
商
民

協
命
ベ

蹟

州
市
市
商
食
、
蹟
州
市
商
民
協
曾
、
慶
州
南
郊
商
民
協
舎
、
慶
州
地
仙
商
曾
及
び
庚
東
全
省
商
曾
聯
合
曾
の
六
つ
の
曾
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

四
O
名
の
参
加
者
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
。

い
ま

一
つ
は

一
二
月
三
日
と
四
日
に
商
民
運
動
指
導
員
養
成
コ

l
ス
の
試
験
が
賓
施
さ
れ
た
こ
と
。
そ
の
結
果
、

八
O
O除
人
の
磨
募
者

の
な
か
か
ら
三

O
人
の
合
格
者
と
二

O
人
の
補
鉄
者
が
選
ば
れ
、
前
年
に
引
き
績
き
、

短
期
間
の
訓
練
を
経
て
、
商
民
運
動
指
導
員
が
各
商
民

協
A

習
に
汲
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

商
民
部
の
政
策
と
は
、
あ
く
ま
で
も
商
民
協
舎
を
通
じ
、
既
存
の
他
の
商
民
組
織
を
管
理
指
導
す
る
こ
と
を
意
園
し
た
も
の
で
、
慶
州
市
商

民
大
命
日
開
催
の
た
め
の
宣
偉
大
綱
は
張
膝
甫

・
黄
租
培
(
蔚
州
市
商
民
協
曾
代
表
)
・
張
浪
石

(中
山
鯨
商
民
協
曾
代
表
)
ら
商
民
協
命
日
直
系
の
黛

(
刊
)

員
が
審
査
に
あ
た
っ
た
。

庚
州
市
以
外
の
市
豚
郷
鎖
レ
ベ
ル
の
商
民
協
舎
に
お
け
る
具
健
的
な
活
動
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
の
か
。
例
え
ば
海
口
市
商
民
協
舎

(
入
禁

曾
員

二一
O
人
)
で
は
六
つ
の
分
曾
が
成
立
し
、
蕪
義
宣
停
の
た
め
月
刊
と
査
報
を
出
版
し
た
。
ま
た
、
各
分
合
目
事
務
所
に
は
閲
書
報
祉
が
設

け
ら
れ
、
革
命
的
な
書
籍
を
置
き
、
商
民
訓
練
班
を
設
置
し
、
商
民
倶
集
部

(
娯
楽
)
の
活
動
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。
北
海
市
商
民
協
曾

(入
鎌
倉
員
四
五
O
人
)
で
は
靴
業
界
で
労
使
紛
争
が
龍
生
し
た
が
、
商
民
協
曾
に
よ
る
調
停
の
結
果
墜
方
が
譲
歩
に
感
じ
て
園
満
解
決
し
、
農

(
円
引

)

商
向
学
婦
女
大
命
回
聯
合
合
目
と
釣
英
経
済
絶
交
運
動
に
も
参
加
し
た
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
商
曾
と
商
民
協
舎
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
商
民
協
舎
運
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
山
牒
で
は

一
九

一一一
年
に
商
舎
が

一
九
二
四
年

(
正
式
に
は
二
五
年
か
っ
)
に
商
民
協
舎
が
成
立
す
る
と
、
中
小
商
庖
主
で
商
舎
に
加

入
し
て
い
た
者
の
字
数
が
商
民
協
舎
に
縛
入
し
た
と
い
わ
れ
る
。
江
門
牒
で
は
一
九

O
二
年
に
商
舎
の
前
身
で
あ
る
江
門
商
務
舎
が
成
立
し
て

成
立
し、

一
八
の
分
曾
を
従
え
て
い
た
が、

お
り
、
江
門
市
商
民
協
舎
は
一
九
二
六
年
秋
に
商
舎
と
は
別
に
組
織
さ
れ
、
省
港
ス
ト
糾
察
隊
を
接
待
し
た
り
、
商
庖
主
に
ス
ト州
労
働
者
の
救

併
に
協
力
さ
せ
、
率
先
し
て
嘗
局
に
釘
す
る
増
税
反
封
運
動
を
主
導
す
る
な
ど
し
て
活
護
な
運
動
を
繰
り
贋
げ
た
が
、

一
九
二
七
年
の
四

・



二
事
壁
以
降
、
嘗
局
側
の
武
力
封
鎖
に
遭
い
、
商
民
協
舎
は
八
箇
月
と
い
う
短
い
命
を
終
え
出

V

ま
た
、
肝
脚
城
や
郷
鎮
に
規
模
の
小
さ
な
商
舎

が
存
在
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
い
く
つ
か
の
商
人
組
織
が
併
存
し
た
庚
州
市
や
中
山
鯨
、
江
門
牒
城
と
は
異
な
り
、
黛
が
汲
遺
し
た
工
作
員
に
よ(

印
)

っ
て
選
奉
と
委
員
制
の
方
式
で
商
民
協
舎
を
組
織
し
、
商
舎
は
自
然
解
盟
し
て
曾
務
を
停
止
す
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
商
民
協
曾
も
短
命
に
終
わ
っ
て
い
る
。
近
年
新
し
く
編
纂
さ
れ
る
際
志
に
お
い
て
、
商
民
協
舎
に
つ
い
て
-
記
述
さ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

②
贋
東
に
お
け
る
奮
商
舎
系
の
商
民
運
動

園
民
黛
主
導
の
商
民
協
舎
の
運
動
が
擦
大
の
様
相
を
見
せ
始
め
た
一
九
二
六
年
一

O
月
、
贋
東
民
政
醸
の
一
四

O
八
競
令
を
め
ぐ
り
、
治
下

の
牒
市
商
曾
が
相
次
ぎ
黛
及
び
政
府
の
方
針
に
針
し
反
封
の
意
見
陳
遮
を
行
、
つ
と
い
う
事
態
が
護
生
し
た
。
際
商
曾
と
牒
政
府
と
の
聞
の
公
文

や
り
と
り
の
形
式
(
行
文
程
式
)
に
欄
し
、
民
圏
四
年
に
北
京
政
府
が
公
布
し
た
商
舎
法
に
基
づ
き
引
き
績
き
「
公
函
」
の
形
式
を
用
い
て
よ

い
か
否
か
、
と
の
曲
江
際
商
舎
の
問
い
合
わ
せ
に
針
し
、
省
政
府
が
「
北
京
法
令
は
援
用
の
必
要
無
く
-
、
属
内
各
園
躍
は
豚
長
に
封
し

「呈」、

逆
は

「令
」
の
形
式
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
決
定
を
下
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

曲
江
蘇
商
舎
は
、
豚
長
に
よ
る
商
舎
に
釣
す
る
匪
迫
と
、
「
商
曾
精
神
の
堕
落
」
を
招
く
、
と
し
て
行
文
程
式
に
閲
す
る
こ
の
決
定
に
異
議

を
申
し
立
て
、
全
省
商
民
曾
議
の
開
催
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
「
官
商
合
作
の
賓
」
を
取
る
よ
う
政
府
に
訴
え
た

(一

O
月
四
日
、
図
民
政

府
へ
の
呈
文
)
。

英
徳
豚
宿
舎
は
、
「
愛
賊
」
の
専
制
時
代
で
さ
え
公
函
を
使
っ
た
の
に
、
革
命
の
根
擦
地
で
卒
民
政
策
を
提
唱
し
て
い
る
こ
の

時
に
呈
や
令
を
使
え
と
い
う
の
は
革
命
に
針
す
る

「背
遁
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
同
調
し
(
一一一一
日
、
図
民
政
府
へ
の
呈
文
)
、
贋
州
線
商
舎
も

正
副
爾
舎
長
郡
殿
邦
と
胡
領
業
の
名
で
園
民
政
府
に
「
公
函
」
形
式
の
績
行
を
申
し
立
て
た
(
一

O
月
一六
日
、
園
民
政
府
へ
の
呈
刻
一。
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中
華
民
国
成
立
直
後
も
同
様
の
行
文
程
式
論
争
が
繰
り
贋
げ
ら
れ
た
が
、
贋
州
国
民
政
府
費
足
の
初
期
に
商
曾
と
政
府
機
関
と
の
文
書
の
や

り
と
り
を
め
ぐ
る
一
悶
着
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
政
府
と
商
曾
と
の
関
係
を
見
定
め
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い
で
き
ご
と
で
あ
る
。
こ
の
直
後
、
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各
級
商
民
岡
龍
聯
数
舎
が
慶
州
で
開
催
さ
れ
、
翌
二
七
年

一
月
に
商
民
大
曾
が
開
か
れ
た
の
は
前
速
の
通
り
で
あ
る
。
蕪
と
政
府
は
、
既
存
と

新
設
を
問
わ
ず
、
現
存
す
る
商
人
組
織
問
相
互
の
提
携
と
園
結
、

さ
ら
に
官
民
の
風
通
し
を
園
る
こ
と
に
苦
慮
し
た
よ
う
で
あ
る
。

同
時
に
並
存
し
て
い
た
商
人
組
織
聞
の
競
合
は
、
八
ム
文
の
形
式
を
め
ぐ
る
論
争
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

主
に
国
民
政
府
と
の
閥
係
い
か
ん
に

求
め
ら
れ
る
。
嘗
初
の
商
民
協
舎
の
場
合
、
線
商
曾
及
び
市
商
命
目
と
封
等
の
琵
言
権
を
求
め
て
商
民
部
と
交
渉
し
て
い
た
。
改
除
雑
損
研
究
舎

へ
の
参
加
に

つ
い
て
、
首
初
全
省
商
舎
聯
合
舎
と
同
様
五
人
と
決
め
ら
れ
た
商
民
協
曾
か
ら
の
代
表
人
数
を
、
徳
商
曾
及
び
市
商
舎
と
同
等
の

(
臼
)

一
O
人
へ
と
増
加
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。

く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
商
民
協
舎
と
商
舎
と
の
聞
に
は
主
導
権
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、
黛
及
び
政
府
の
側
で
は
既
存
の
商

曾
と
新
設
の
商
民
協
曾
と
の
相
互
連
携
と
共
存
方
法
の
模
索
が
試
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
一
三
年
曹
銀
賄
選
以
降
、
商
人
自
ら
が
積
極
的
に
政
治
に
参
書
一す
る
動
き
が
醸
成
さ
れ
、
主
に
上
海
を
中
心
に
「
商
人
革
命
」
運
動
が

。。

③
商
民
運
動
の
全
図
的
潮
流
と
庚
東
省
商
命
目
聯
合
舎
事
務
所
の
設
置

一
世
を
風
廃
し
た
。
そ
の
一
つ
の
結
末
が
、
贋
州
に
お
け
る
商
園
事
件
で
あ
り
、
自
衛
力
を
持
っ
た
商
曾
の
力
が
地
方
に
擦
る
庚
東
政
府
に
押

え
込
ま
れ
る
と
い
う
轍
を
踏
ん
だ
。
商
人
革
命
の
潮
流
は
鳴
少
山
ら
上
海
の
庚
東
南
グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
引
き
繕
が
れ
、
北
伐
の
進
展
と
と
も

一
九
二
七
年
五
月
、
上
海
徳
商
舎
は
委
員
制
へ
の
聴
換
に
よ

っ
て
指
導
層
が

一
新
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
高
少
山
を
中
心
と
す
る
上
海
の
商

(
臼
)

民
運
動
は
、
職
能
型
代
議
政
韓
を
案
出
す
る
ま
で
に
結
賓
し
て
い
く
。

鴻
少
山
ら
新
執
行
委
員
は
国
民
蕪
と
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
南
京
国
民
政
府
が
成
立
し
、
国
民
蕪
左
汲
勢
力
の
弱
瞳
化
が
明
白
に
な
る
と
、

一
九
二
七
年

二
一
月

一
七
日
に
、
国
民
政
府
治
下

二
ハ
省
に
よ
び
か
け
、
各
省
商
曾
聯
合
曾

(出
席

一
O
代
表

一
四
四
名
)
を
開
催
し
、

二
七
日

に
上
海
に
線
事
務
所
を
設
置
し
た
。
各
省
商
曾
聯
合
舎
は
執
行
委
員
二
七
人
、
監
察
委
員
一
三
人
を
選
出
し
て
各
省
に
省
事
務
所
の
設
立
を
督

促
し
、
各
商
舎
に
は
委
員
制
に
改
組
す
る
よ
う
提
言
す
る
と
と
も
に
、
北
京
の

(奮
)
全
国
商
曾
聯
合
舎
に
釣
し
て
、
従
前
の
全
国
商
曾
聯
合



(
U
A
)
 

舎
関
係
の
公
文
書
を
上
海
に
持
参
し
、
引
縫
ぎ
事
務
を
行
う
よ
う
勧
告
し
た
。

こ
の
直
前
の
一
一
月
、
中
央
商
民
部
が
商
曾
を
暫
存
さ
せ
る
と
い
う
こ
全
大
曾
の
方
針
を
蒋
換
し
、
奮
商
舎
は

「組
織
不
良
」
ゆ
え
に
、
三

全
大
舎
で
は
商
曾
取
り
消
し
の
方
針
で
あ
る
旨
公
表
し
て
い
た
。
こ
れ
が
全
省
商
舎
聯
合
舎
召
集
に
至
る
直
接
の
原
因
で
あ
り
、

一
方
で
は
北

京
に
本
擦
を
置
く
北
京
政
府
お
膝
元
の
(
奮
)
全
国
商
舎
聯
合
舎
に
釣
す
る
上
海
の
主
導
権
奪
回
の
動
き
と
も
連
動
し
て
い
た
。

一
九
二
八
年
九
月
、
庚
東
で
は
、
前
年
一
一
一
月
の
上
海
決
議
に
基
づ
き
、
慶
州
線
商
舎
と
出
頭
線
商
舎
が
中
心
と
な
っ
て
省
下
各
商
舎
に
よ

び
か
け
、
庚
東
省
商
合
目
聯
合
舎
を
開
催
し
、
贋
州
に
庚
東
省
商
曾
聯
合
舎
事
務
所
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、

一
O
月
一

O
日
に
上
海
で
全
圏
商

曾
臨
時
代
表
大
舎
が
開
催
さ
れ
、
油
頭
線
商
曾
顧
問
陳
之
英
の
提
案
な
る
「
中
華
民
国
全
園
商
曾
聯
合
曾
組
織
大
綱
」
を
通
過
し
た
。
大
曾
は

二
月
一

日
か
ら
新
し
い
正
式
名
稽
と
し
て
中
華
民
国
全
園
商
曾
聯
合
舎
を
使
用
す
る
こ
と
を
決
め
、
未
設
の
各
省
に
は
速
や
か
に
省
商
曾
聯

合
舎
と
事
務
所
を
組
織
す
る
よ
う
打
電
し
た
。

つ
ま
り
、
慶
州
に
お
い
て
は
、
線
理
「
手
創
」
り
の
全
省
商
曾
聯
合
舎
が
一
九
一
二
年
か
ら
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
七
年
二
一
月

(
上
海
)
の
各
省
商
曾
聯
合
舎
の
決
定
に
基
づ
き
、
上
海
と
足
並
み
を
揃
え
た
線
商
曾
と
商
舎
の
指
導
の
も
と
で
、
新
た
に
贋
東
省
商
曾
聯
合

曾
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

線
商
曾
系
の
商
民
運
動
の

一
環
と
し
て
の
新
た
な
省
事
務
所
の
設
置
に
あ
わ
て
た
贋
東
全
省
商
舎
聯
合
曾
は
、
贋
東
省
の
よ
う
に
商
曾
聯
合

曾
が
あ
ら
か
じ
め
組
織
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
線
商
曾
が
新
た
に
商
曾
聯
合
舎
を
護
起
召
集
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
全
園
商
曾
聯
合
舎
の

方
針
は
、
賓
情
に
合
わ
な
い
の
で
、
既
存
の
商
曾
聯
合
舎
が
代
表
大
舎
を
召
集
す
る
か
、
あ
る
い
は
必
要
あ
ら
ば
商
曾
聯
合
曾
が
線
商
舎
と
連

(
白
川
)

合
し
て
召
集
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
南
者
の
釣
立
が
先
鋭
化
し
て
く
る
と
、
慶
東
全
省
商
曾
聯
合
舎
は

慶
州
線
商
舎
に
封
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
品
位
と
不
透
明
で
封
建
的
な
や
り
方
を
批
判
し
つ
つ
、
中
園
園
民
薫
中
央
執
行
委
員
命
国
政
治
合
目
議
を
通
じ

(
幻
)

省
政
府
に
庚
東
省
商
曾
聯
合
舎
事
務
所
の
取
り
消
し
を
求
め
た
。
こ
の
問
題
は
黛
の
指
導
に
よ
っ
て
雨
者
が
合
併
す
る
こ
と
で
決
着
し
て
い
る
。
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腕州市商人組織聖堂選闘圃

JfI{州徳商曾
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1946-49 
瞭東金省商曾聯合曾

1921 

出所・ iJfl{来日匠州総商曾沿革及工作概況」、「成州市市尚一曾沿革及工作概況J(足音州|線市雨商合

合編 nww:商業年鑑』腕州市商合後行193J{1三)、梁閲秋編 fI資東H:Ii運沿l:史j(1934年)、

rIW州市民衆園惚紙況J(1936年)、『商業特刊 (腕東全省商曾代表大台大事記)J(1928 

年)、腕州市商曾 『市商舎周年特刊J(1947年)、 腕東省商合物合曾編 『商業統箆J(1948 

年度)により作成。

日賢東省商曾聯合曾事務所

1928.9.1 (全省商曾代表曾議)

4 

商
人
園
程
の
整
理
と
慶
州
市
商
舎
の
成
立

」
の
問
、
橋
少
山
は
上
海

『線
商
命
目
月
報
』
な
ど
を
通
じ
て
薫
の
方
針

で
あ
る
商
民
協
曾
運
動
に
針
し
て
疑
義
を
呈
す
る
と
と
も
に
、
胡
漢
民
と

の
聞
で
も
立
法
委
員
を
め
ぐ
る
論
争
を
展
開
し
た
。

一
九
二
九
年
三
月
の

三
全
大
舎
で
は
、
商
民
協
舎
と
集
部
か
ら
奮
商
舎
の
取
り
消
し
と
商
民
組

織
の
統

一
を
求
め
る
意
見
書
が
出
さ
れ
る
一
方
、
商
曾
の
存
績
を
求
め
る

意
見
書
が
圏
内
外
の
商
曾
名
義
で
提
出
さ
れ
、
雨
者
の
意
見
は
巽

つ
向
か

ら
衝
突
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
上
海
救
園
舎
事
件

(四
月
一
一
一
一
日
)

120-

が
護
生
し
、
上
海
商
人
圏
龍
整
理
委
員
舎
の
手
に
よ
っ
て
、
上
海
線
商
曾

は
翌
年
上
海
市
商
曾

(一

九
二
δ
年
六
月
)
へ
と
改
組
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
商
民
協
舎
に
よ
ら
な
い
濁
自
の
商
民
運
動
の
方
針
を
堅
持
し
、
篤
と

一
九
二
九
年
八
月
に
逮
捕
令
が
出
さ
れ
た
。

釘
立
す
る
鴻
少
山
に
封
し
、

新
た
に
護
足
し
た
全
国
商
曾
聯
合
舎
は
し
ば
ら
く
陳
日
平
、

の
ち
に
林
康

侯
が
主
席
代
理
を
つ
と
め
た
も
の
の
、

北
京
に
曾
所
を
移
し
、

三

O
年
八

月

一
日
に
事
務
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、

し
ば
ら
く
曾
務
の
停
頓
を
除
儀
な

く
さ
れ
た
。

」
の
よ
う
な
な
か
、
商
民
協
舎
の
急
進
分
子
や
庖
員
問
題
を
ど
う
扱
う

の
か
、
明
確
な
方
針
が
固
ま
ら
な
い
ま
ま
、

一
九
二
九
年
八
月
に
新
し
い



商
曾
法
と
同
業
公
舎
法
が
公
布
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
商
民
協
舎
と
奮
商
曾
な
ど
、

一
切
の
商
人
組
織
は
解
散
を
絵
儀
な
く
さ
れ

新
し
い
商
人
組
織
と
し
て
市
牒
商
舎
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
央
黛
部
が
正
式
に
各
地
の
商
民
協
舎
に
解
散
令
を
出
し
た
の
は

一
九

三
O
年
二
月
二
六
日
の
こ
と
。
贋
州
で
は
、

園
の
通
り
、
前
述
し
た
三
つ
の
商
人
園
憧
が
薫
の
指
導
の
も
と
で
一
旦
解
散
し
、
慶
州
市
商
曾
が

一
九
=
二
年
二
月
に
新
た
に
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

二
九
年

一
月
に
す
で
に
委
員
制
に
改
め
ら
れ
て
い
た
慶
州
徳
商
舎
は
、
慶
州
市
黛
部
民
訓
曾
の
指
導
に
従
い
、
三

O
年

一
O
月
に
五
名
の
指

導
委
員
を
選
出
し
、
市
商
曾
(
三
名
)
及
び
市
商
民
協
曾
(
三
名
)
と
の
改
組
に
臨
ん
だ
。
新
商
曾
法
が
定
め
る
曾
員
線
登
記
に
基
づ
き
、
合

計
一
一
名
で
組
織
さ
れ
た
こ
の
商
人
園
龍
組
織
指
導
委
員
曾
は
、
慶
州
市
の
商
人
園
龍
を
新
組
織
へ
と
蟹
貌
さ
せ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、

一
九

ご
二
年
二
月
、
慶
州
市
商
曾
が
誕
生
す
る
と
、
奮
線
商
舎
は
奮
庚
州
市
市
商
舎
と
と
も
に
清
算
人
を
選
出
し
、
三
月
末
に
そ
の
歴
史
を
終
え
た
。

庚
州
は
一
九
三
七
年
八
月
一
一一一

日
に
日
本
軍
に
よ
る
一
回
目
の
爆
撃
を
受
け
、
三
八
年

一
O
月一

一一

日
に
陥
落
す
る
。
多
く
の
商
工
業
者
は

一
部
慶
州
に
残
っ
た
商
工
業
者
は
健
偏
政
権
の
支
配
下
で
活
動
を
繕
績
し
た
。
終
戦

後
、
奥
地
か
ら
戻
っ
て
き
た
商
工
業
者
に
よ
り
、
贋
州
市
商
曾
は
一
九
四
六
年
八
月
に
再
改
組
さ
れ
る
。

奥
地
に
避
難
し
、
慶
州
市
商
舎
は
活
動
を
停
止
す
る
が
、

一
九
二
九
年
商
曾
法
以
降
の
華
南
の
商
曾

蹟
州
市
商
舎
と
国
民
政
府

①
贋
州
市
商
舎
の
構
成
と
牧
支

新
し
い
商
舎
法
は
商
舎
に
、
あ
く
ま
で
も
同
業
者
に
共
通
す
る
商
工
業
上
の
利
益
を
反
映
す
る
組
織
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
、
商
舎
の
設

立
を
五
つ
以
上
の
同
業
公
曾
の
瑳
起
に
よ
る
も
の
(
商
曾
法
第
六
候
)
と
し
、
曾
員
資
格
は
公
舎
曾
員
と
商
庖
舎
員
に
限
り
(
第
九
燦
)
、
個
人

291 

命
日
員
の
加
入
の
遁
を
排
除
し
た
。
そ
し
て
、
曾
員
代
表
の
資
格
(
第
十
三
候
)
で
は
、
「
破
産
宣
告
さ
れ
た
者
」
等
と
並
び
、
「
反
革
命
的
行
篤
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1931年における庚州市商曾概況

名檎 認可登記機閥 改組日時 賞任者 合員人数 最近の曾務状況 合務後展計;立

瞭州 成州市熱音1¥民 民国20年 主席 問業公舎 総務・調査・交 建設委員舎、財務委員

市商曾 訓合及び市市土 2月25日 郎殿邦 合員68。 際 -宣侍組織 曾、公箇j委員舎、釘外

曾局に よる認 合併改組 以 IC : 前!苫合員 の5利。 貿易委員曾、統計委員

可。 略。 4。 舎の設置。

貸業音1¥での主主 執行委員合 新しい曾所の建築、商

記。 合割合員 j!ll2恒|開催。 品開(9"1)所商業製校の

4000!1i:名。 設立言↑盤。政府に封 し

哲商問公所所在地の返

還要求。

表 2

調査者:i馬椿修。 調査日時・民閤20#'-7月27日 所在地 ・経費拡況・曾員経済、状況は省略した。

*繭庖曾貝は大新公司・先施公司・江門製紙公司・協和鮮雲石米応。

出所・ 「附肢州市民衆閏健近況報告表 (商業圏惚)J r民二十年蹟州商民運動段略J172頁。

の
あ
る
者
」
は
曾
員
代
表
に
な
れ
な
い
、
と
さ
れ
た
。

一
九
一
三

年
七
月
に
お
け
る
庚
州
市
商
舎
は
、
六
八
の
同
業
公
舎
曾
員
と
四
つ
の
商
庖
舎
員
か

ら
組
織
さ
れ
、
傘
下
の
合
計
倉
員
数
は
四

0
0
0絵
で
あ

っ
た

(表
2
参
照
)
。

一
九
三
二
年
に
お

け
る
康
州
市
二
九
直
の
線
人
口

一、

O
四
二
、
六
三

O
人
の
う
ち
、
商
人
人
口
が
六
三
、
六

O
六

一併
に
あ

っ
た
の
で
、
商
舎
に
加
入
し
た
商
人
の
割
合
は
六
・

三
%
程
度
で
、
数
量
的
に
大
多
数
の

商
人
を
統
合
し
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
統
合
の
経
緯
と
、
曾
員
の
線
登

記
、
さ
ら
に
は
合
国
務
全
般
に
わ
た
り
委
員
制
が
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
奮
線
商
舎
の
不
透
明

な
髄
質
の
悪
弊
は
梯
拭
さ
れ
、
奮
市
商
曾
舎
員
に
相
首
す
る
商
入
居
の
意
見
反
映
の
遁
が
確
保
さ

れ
る
と
と
も
に
、
加
え
て
糞
と
政
府
に
よ
る
商
曾
に
針
す
る
干
渉
の
遁
筋
が
つ
け
ら
れ
た
黙
で
、

- 122-

商
舎
の
内
賓
と
質
に
大
き
な
饗
化
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、

醤
線
商
曾
末
期
に
商
民
運
動
を
標
携
し
、
線
商
曾
を
統
率
し
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち

(表

-
)
の
多
く
は
、

表
3
の
と
お
り
、
市
商
舎
に
お
い
て
も
繕
鎖
し
て
執
行
委
員
に
名
を
連
ね
て
い

一
旦
浸
収
さ
れ
、
商
民
協
舎
が
使
用
を
願
い
出
た
西
瓜
固
に
あ
る
商
圏
公
所

(商

る
。
さ
ら
に

国
軍
聯
防
線
部
)
の
返
還
を
市
政
府
に
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
商
人
園
龍
の
整
理
が
事
賓
上

線
商
曾
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
縫
績
性
に
こ
そ
注
意
が
携
わ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
南
京
国
民
政
府
は
こ
の
段
階
で
庚
義
の
商
民
運
動
の
取
り
込
み
に
成
功
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
。

市
商
舎
の
収
支
表
を

一
九
三
二
年
八
月
の
例

(表
4
)
で
み
て
み
る
と
、
総
収
入
の
約
三
分
の

二
は
、
中
央
及
び
地
方
政
府
と
の
密
接
な
協
力
関
係
に
も
と
づ
い
た
、
種
々
公
債
販
責
な
ど
の
代
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「庚州市商曾第一届執監委員題名」

姓名 職 'ilU 所属曾員 職業

語~殿邦 粂主席委員 銀業同業公舎 康信銀競経理

胡領裳 粂常務委員 鮮魚欄業同業公舎 永製泰欄経理

侍盆之 粂常務委員 煤業同業公舎 徳j原競経理

越静山 粂常務委員 下河盛業同業公舎 永和堂経理

李卓知・ 粂常務委員 報開同業公舎 天安経理

陳遠峰・ 乗線務科正主任 生薬参茸業同業公舎 誠i膏堂経理

哀次明 粂線、務科正主任 質業同業公舎 編和押経理

黄詠写 粂調査科正主任 米糠卸責同業公舎 合利経理

陳銭香 粂調査科副主任 肉業同業公舎 永後経理

彰礎立 粂組織科正主任 新奮土洋雑木同業公舎 恰盛稿経理

黄日三・ 粂組織科副主任 紙業輸出同業公曾 恰和興経理

梁郁才 粂宣傍科正主任 セメ ン ト業同業公舎 度行経理

郭J宰農・ 粂宣f専科正副主任 落花生胡麻雑穀同業公舎 永盆隆経理

熊少康 粂交際科正主任 華人捲タバコ業同業公舎 南洋煙草公司経理

符i峯生 粂交際科副主任 機器織布衣業同業公舎 華輿織造廠経理

表3

15名執行委員

ほか監察委員七名 :溝臨臨 (銀業同業公曾)、 張鍛軍 (米業同業公舎)、江仲雅 (セ
メント業同業公舎)、 王受之(粉麺茶菓子業同業公舎)、 李稲田 (米業同業公舎)、

何戊南 (タングステン鍍業同業公舎)、橋陶侶(北江紙類雑貨卸買業同業組合)
*は奮純!商曾曾賞。 は~組、商曾役員。

出典 rIl貴州商業年鑑 (民園廿一年)J(庚升|市商舎、1933年)(統計>1-3頁

理
事
務
手
数
料
か
ら
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
経
常
費
と
し
て
の
事
務

費
は
通
常
の
曾
費
収
入
(
経
常
事
務
費
)

で
充
歯
さ
れ
た
が
、
不
定
期
に
事
務
費
珠

三備
三基
年本
ハ金
月が
の徴
収収
支さ
報れ
告て
表蒔い
に)た

計
上例
さえ
れば

た
事
務
費
漁
備
基
本
金
の
抽
総
額
は
五
六
、

0
0
0元
。
所
属
同
業
公
舎
か
ら
等
級
別

に
徴
収
さ
れ
た
基
本
金
の
負
槍
割
合
は
、

123-

銀
行
業

・
質
業
・
下
河
盟
業

・
銀
業

・
生

一
策
参
茸
業
各
一
、

八

O
O元
、
米
糠
卸
責

業
・
落
花
生
胡
麻
雑
穀
業

・
鮮
茶
成
貨
業

て

二

O
O元
、
先
施
公
司

・
西
堤
大
新

公
司

・
華
人
煙
業
九

O
O元
ほ
か
、

下
級

飯
庖
同
業
公
曾
三

O
O元
、
放
庖
業
二

O

O
元
等
で
、
規
模
と
賓
力
に
感
じ
た
同
業

公
舎
に
よ
る
按
分
負
携
の
賓
態
が
わ
か
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
新
し
く
成
立

し
た
市
商
舎
に
お
い
て
は
、
奮
市
商
舎
や
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表 4r蹟州市商曾毎月枚支報告表J1932年8月

収 入 費 目 支 出

292守409.64 先月繰越分

76.562.55 路款代理受付 75.462.53 

14.359.12 投償割嘗 13.288.37 

638.80 各種代理

441， 063. 46 各種珠例代理受付 441、063.46

普通預金 76.20 

765.63 路款取扱手数料 37.50 

1.515.00 経常事務費

5.00 税関登録費

6.848.54 7象飼取扱手数料 1.206.61 

286.12 亦φ工夜r謝王子'(

141. 00 -経常費 3.037.87 

-臨時費 l、676.46

翌月へ繰越 298.745.86 

iE〉3、 計 834.594.86 

* 1932年8月分経常費使途の75%は人件費、臨時費の

84%は曾員大舎費で占め られる。

*その外、別の月の牧支報告では下記の?を目が登場する。

1932年12月以降 第一期航空義券事務代理手績費、航

空義券代理販質収入

商界釘日経済絶交舎、抗日宣偲資

残紋院寄付金募集費用

園防債代理販資手紙費、図防公債代

理販資牧入

1933年 3月のみ市 (中華図貨)展 (党)含有奨券手

綴't'i

出所:['本合財務枚支表(1932年 3月31日から1933年6

月初日)Jcr蹟州市商曾収支報告附属表J77'イ

ル、蹟州市槍案館26-1 -538)。

1933年 4月以降

1933年 5月以降

1933年6月以降

- 124一

商
民
協
舎
に
参
加
し
た
中
小
商
人
た
ち
が
、
同
業
公
舎
と
い
う
中
間
組
織
に
加
入
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
新
し
い
市
商
舎
に
参
書
一
す
る
遁
を
開

い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
民
政
府
時
期
の
市
商
舎
は
民
園
初
期
の
寡
頭
支
配
的
髄
質
の
徳
商
舎
か
ら
、
様
々
な
階
層
の
商
人
群
を
包
括
す
る
民

主
的
な
組
織
へ
と
何
度
貌
し
、
七
十
二
行
以
来
の
傍
統
的
商
業
組
織
を
よ
り
近
代
的
な
形
で
統
合
す
る
し
く
み
を
創
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

逆
に
い
う
と
、
個
人
が
商
舎
に
加
入
す
る
こ
と
を
通
じ
て
商
曾
の
威
を
借
り
、
政
治
的
あ
る
い
は
革
命
的
投
機
行
痛
を
す
る
遁
が
閉
ざ
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
商
舎
は
同
時
に
公
布
さ
れ
た
工
商
同
業
公
舎
法
に
も
と
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
同
業
公
曾
を
構
成
車
位
と
し
た
。
薫
と
政
府

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
商
民
協
曾
時
期
に
額
著
な
よ
う
に
、
商
人
組
織
が
様
々
な
政
治
的
活
動
の
温
床
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら

一
連
の
立
法
と
施
策
に
よ
り
、
園
民
集
に
よ
る
商
民
指
導
の
原
則
と
運
用
の
し
く
み
が
完
成
し
、
政
府
と
商
民



と
の
協
力
韓
制
の
地
歩
が
固
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

②
慶
州
市
商
舎
の
機
能
及
び
諸
機
関
諸
国
龍
と
の
関
係

川
中
央
及
び
地
方
政
府
、
圏
内
各
界
と
の
関
係

国
民
政
府
下
の
慶
州
市
商
舎
は
、
抗
日
救
園
の
た
め
の
募
金
と
緊
急
支
援
を
賓
施
し
、
航
空
特
別
分
舎
の
設
置
を
政
府
に
進
言
し
て
航
空
救

固
有
奨
義
券

(
債
)
を
販
賀
し
た
り
、
地
方
政
府
に
代
わ
っ
て
築
路

(遁
路
建
設
)
費
の
募
集
に
協
力
し
た
の
み
な
ら
ず
、
赤
禍
臨
時
帳
慮
を
設
置

し
、
園
民
黛
の
反
共
政
策
に
針
し
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
園
公
債
の
販
貰
等
に
よ
る
代
理
事
務
手
績
き
牧
入
が
商
曾
の
経
常
運
営
を
支
え

る
安
定
し
た
来
源
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
の
相
互
依
存
の
関
係
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
商
舎
は
中
央
銀
行
紙
幣
の
維
持
に

協
力
し
、
日
本
に
紙
業
考
察
園
を
汲
遣
し
て
政
府
に
提
言
し
た
り
、
中
華
間
貨
展
覧
曾
贋
東
分
舎
を
舎
内
に
設
置
し
、
金
融
市
場
の
安
定
や
調

査
、
勧
業
の
ほ
か
、
商
事
公
断
庭
(
仲
裁
)
委
員
曾
や
建
設
委
員
舎
を
組
織
す
る
な
ど
、
従
来
週
り
の
商
曾
機
能
を
引
き
繕
い
だ
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
政
府
の
経
済

・
外
交
政
策
の
賓
施
に
釘
感
し
、
商
舎
は
政
府
と
民
間
に
介
在
す
る
重
要
な
仲
介
の
要
と
し
て
従
来
以
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上
の
機
能
が
輿
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

商
舎
と
市
政
府
や
薫
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
界
諸
国
程
と
の
連
携
も
進
ん
だ
。

一
九一一
一
一
年
一
一

月
、
市
商
曾
は
市
政

府
、
及
び
婦
女
提
倍
園
貨
曾
と
と
も
に
提
恒
国
貨
委
員
舎
を
組
織
し
、
そ
の
中
核
と
な
っ
て
市
園
貨
陳
列
館
や
固
貨
徴
錆
場
の
運
営
に
参
加
し

(η
)
 

た
。
ま
た
、
三
二
年
二
月
三
日
に
は
、
婦
女
救
園
舎
と
と
も
に
各
界
に
呼
び
か
け
、
各
界
救
園
簿
款
委
員
舎
を
成
立
し
た
。

(2) 

海
外
諸
圏
程
と
の
関
係

自
ら
も
顧
み
て
強
調
し
て
い
る
と
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
南
洋

一
帯
の
中
華
線
商
舎
と
密
接
な
閥
係
を
持
ち
、
華
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僑
の
本
園
迭
金
や
慈
善
公
盆
事
業
費
受
け
入
れ
の
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
こ
と
が
、
慶
州
商
務
総
曾
以
来
の
特
記
す
べ
き
特
徴
で
も
あ

る
。
と
り
わ
け
、
近
隣
の
香
港
お
よ
び
湊
門
の
徳
商
舎
と
は
密
接
な
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
。
通
常
海
外
の
中
華
線
商
舎
は
商
務
官
鷹
に
直
属
す



296 

る
ほ
か
、
大
使
館

・
領
事
館
を
通
し
て
本
固
と
繋
が
る
が
、
植
民
地
あ
る
い
は
租
借
地
と
し
て
の
港
涙
雨
地
の
線
商
舎
は
、
庚
東
省
の
管
轄
で

あ

っ
た
。

一
九

一
五
年
六
月
、
農
商
部
が
商
工
業
の
振
興
奨
励
策
と
し
て
商
曾
に
勅
章
や
扇
額
を
授
興
し
た
際
、
香
港
と
湊
門
の
中
華
線
商
曾

(
刊
)

を
庚
州
、
出
頭
、

仰
山
の
徳
商
曾

・
商
舎
と
同
列
に
扱
い
、
虞
東
巡
按
使
に
管
轄
さ
せ
て
い
た
。
位
置
す
る
地
域
社
曾
の
制
度
に
こ
そ
大
き
な

相
違
は
あ
る
も
の
の
、
省

・
港

・
決
三
地
の
総
商
舎
は
行
政
的
に
も
同
レ

ベ
ル
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、
相
互
に
緊
密
に
繋
が

っ
て
い
た
。

同
様
に
、
肇
洋
義
賑
舎
に
よ
る
華
南
地
匡
へ
の
義
掲
活
動
に
お
い
て
は
、
慶
州
総
商
A

闘
が
こ
れ
を
全
面
的
に
協
力
し
、
香
港
の
東
華
瞥
院
な

(
乃
)

ど
と
連
携
し
て
東
江
各
地
に
農
具
や
食
料
な
ど
を
迭
り
届
け
る
な
ど
、
蹟
東

一
帯
の
僑
郷
を
結
ぶ
一
吐
曾
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
い
か
ん
な
く

琵
揮
し
て
い
る
。

ま
た
、

日
中
全
面
戦
争
の
時
期
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ

1
サ
ウ
ス
ウ
エ
|
ル
ズ
州
鳥
修
威
中
華
線
商
曾
は
贋
州
市
商
曾
に
、
華
北
の
炭

鎖
の
多
く
が
日
本
の
手
に
落
ち
、
石
炭
が
枯
渇
し
て
い
る
こ
の
時
、
外
国
か
ら
石
炭
を
購
入
す
る
意
思
の
あ
る
商
民
に
釘
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
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し
て
、
ニ
ュ

l
キ
ヤ
ツ
ス
ル
の
石
炭
の
入
手
に
つ
い
て
「
抗
戦
前
途
の
助
力
」
と
な
る
こ
と
を
期
し
て
、
中
華
線
路
舎
が
仲
介
に
輩
出
力
す
る
こ

(
祁
)

と
を
申
し
出
る
手
紙
を
出
し
、
商
舎
は
そ
れ
に
即
感
し
て
い
る
。
ま
た
、
{
貫
業
の
提
偶
と
民
族
の
復
興
を
主
旨
と
す
る
『
新
生
路
月
刊
』
枇
か

ら
、
「
同
胞
の
愛
園
観
念
を
喚
起
」
す
る
た
め
に
同
月
刊
誌
を
宣
侍
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
慶
州
市
商
曾
は
、
こ
の
月
刊
誌
へ
の
支
持
と
賛

(
打
)

助
を
求
め
る
手
紙
を
安
南
、
ビ
ル
マ
、
シ
ヤ
ム
の
中
華
徳
商
舎
を
通
じ
各
華
僑
系
商
壮
に
送
付
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
つ
ま
り
、
救
国
支
援
の

民
間
針
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
が
い
わ
ば
健
全
に
動
い
て
い
た
例
と
い
え
る
。

以
上
国
民
政
府
期
以
降
の
麿
州
市
商
舎
の
様
々
な
側
面
を
仔
細
に
見
て
み
る
と
、
決
し
て
「
御
用
商
曾
」
と
筒
草
に
言
い
き
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
組
織
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
奮
徳
衛
曾
時
期
と
同
様
、
こ
の
民
間
商
人
組
織
が
相
饗
わ
ら
ず
経
費
白
線
と
い
う
自
助

努
力
の
原
則
の
下
で
運
皆
を
繍
け
、

さ
ら
に

一
九
四
六
年
の
再
結
集
の
後
も
海
外
各
地
に
延
び
る
郷
自
の
開
係
を
基
礎
に
活
設
に
機
能
し
・
縦
け

た
。
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華
南
の
商
命
日

・
線
商
舎
と
中
華
線
商
命
日

①
庚
東
省
の
商
舎
の
分
布

次
に
一
九
二
九
年
商
曾
法
以
後
の
庚
東
省
に
お
け
る
商
舎
の
分
布
賓
態
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。
清
末
民
初
の
時
期
、

庚
東
省
は
江
蘇
・
漸
江
な
ど
の
長
江
デ
ル
タ
地
域
と
直
隷
省
に
次
い
で
商
曾
普
及
率
の
高
い
地
域
で
あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
二
九
年
以
降
は
ど

一
九
四
七
年
に
護
行
さ
れ
た
『
市
商
舎
周
年
特
刊
』
で
整
理
さ
れ
た
各
牒
各
市
鎮
の
商
曾
線
数
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
、

嘗
時
の
贋
東
省
の
商
舎
は
一
八
=
一
に
の
ぼ
り
、
商
舎
が
ほ
ぼ
全
燃
に
わ
た
っ
て
調
密
に
分
布
し
て
い
る
。

の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

一
つ
の
懸
に
五
つ
も
六
つ
も
商
曾
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
電
白
勝
で
は
一

O
の
商
舎
が
確
認
で
き
る
。

現
在
は
贋
西
自
治
直
に
属
す
る
西
端
の
奮
廉
江
府
と
海
南
島
を
除
く
、
全
省
八

O
の
行
政
直
域
の
う
ち
、
商
曾
が
な
い
燃
は
わ
ず
か
五
牒
、
複

民
園
初
期
と
の
相
違
黙
は
、

数
商
舎
を
擁
す
る
懸
は
半
分
の
四

O
豚
と
な
り
、
民
国
初
期
に
も
増
し
て
商
舎
が
贋
く
分
布
し
、
機
能
し
て
い
た
。

一
九
三
八
年
に
も
微
修
正
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が
加
え
ら
れ
た
一
九
二
九
年
商
曾
法
で
は
あ
る
が
、

い
ま
一
つ
重
要
な
饗
更
鈷
は
、

一
鯨
一
商
曾
、
多
く
て
も
三
商
曾
ま
で
と
い
う
一
五
年
法

に
お
け
る
商
曾
設
立
の
規
制
を
緩
和
し
た
賠
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
二
九
年
以
降
、
鎮
の
設
立
意
欲
を
そ
ぐ
こ
と
な
く
、
商

舎
に
自
由
に
設
立
を
認
可
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
商
民
の
活
力
を
生
か
せ
る
方
針
に
縛
換
し
た
と
い
う
黙
で
は
、
清
末
の
商
曾
行
政
に
近

い
方
針
と
い
え
る
。

②
そ
の
他
の
華
南
の
線
商
舎
と
中
華
線
商
舎
||
慶
門

・
仙
頭

・
香
港

(
乃
)

慶
門
線
商
舎
の
場
合
、
清
末
に
官
の
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
移
民
事
務
を
専
管
す
る

「保
商
局
」
が
、
商
務
総
合
目
設
立
と
同
時
に
吸
牧
統

合
さ
れ
た
。
慶
門
商
務
線
曾
の
規
定
に
は
、
線
理

・
協
理
ほ
か
商
曾
議
員
二
名
と
保
商
議
員
二
名
が
役
員
の
項
(
第
二
係
)
に
明
記
さ
れ
、
商
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曾
線
理
が
保
商
局
長
を
粂
任
す
る
と
と
も
に
、

「南
洋
出
稼
民
の
保
護
奨
蹴
等
」
が
商
曾
事
務
の

一
端
と
な

っ
た
。
潮
州
地
直
の
経
済
の
中
心
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で
あ
る
出
頭
の
商
務
総
舎
は
、
集
成
ギ
ル
ド
と
し
て
奮
来
よ
り
存
在
し
た
高
年
豊
舎
舘
が
、

(
初
)

併
し
て
禁
足
し
た
も
の
で
、
慶
門
徳
商
舎
と
同
様
の
設
立
経
緯
が
認
め
ら
れ
る
。
保
商
局
を
ル

l
ツ
に
も
つ
慶
門
や
泊
頭
の
線
商
曾
は
い
う
ま

一
九

O
五
年
に
保
商
局

(一

八
九
九
年
設
立
)
と
合

で
も
な
く
、
首
時
華
南
の
主
な
徳
商
舎
や
華
僑
居
住
地
の
海
外
の
中
華
徳
商
舎
は
護
照
或
い
は
商
照
護
行
の
業
務
を
管
掌
し
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
前
述
し
た
贋
州
商
務
総
曾
の
創
緋
章
程

(第
十
七
位
陣
)
に
は
海
外
に
商
業
調
査
に
赴
く
商
人
に
釘
す
る
護
照
の
代
理
申
請
の
機
能
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
移
民
の
出
入
園
の
管
理
や
迭
金
業
務
の
代
行
や
商
人
身
分
の
保
誼
な
ど
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
が
華
南
地
直
の
商
曾
の

特
徴
で
あ

っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

香
港
華
商
線
舎
は
初
代
線
理
劉
鋳
伯
等
が
香
港
に
あ
る
各
出
身
地
毎
の
商
舎
を
連
合
し
て
創
設
し
た
も
の
で
、
各
商
舎
が
保
有
す
る
銀
雨
や

(
別
)

権
利
書
な
ど
を
線
舎
に
持
ち
寄
っ
た

一
九

二
二
年
一
月
一一
一
一日
を
も
っ
て
創
立
日
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
農
商
部
へ
登
録
さ
れ
、
海
外
の
中
華

徳
商
舎
と
い
う
商
命
目
法
上
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
。
が
、
中
園
圏
内
か
ら
香
港
を
見
た
場
合
、
圏
内
に
準
ず
る
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
例
え
ば
園
民
革
命
完
遂
の
の
ち
に
展
開
さ
れ
た
園
貨
展
覧
舎
の
運
動
は
、
慶
州
線
商
舎
を
起
黙
に
東
・
西
・
南
・
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北
の
四
路
に
分
か
れ
て
普
及
宣
停
活
動
が
繰
り
贋
げ
ら
れ
た
が
、
香
港
と
演
門
が
香
山
懸
や
海
口
豚
方
面
と
一
括
し
て
南
路
の
宣
惇
釘
象
と
な

っ
て
い

M
V
繰
り
返
し
強
調
す
る
が
、
香
港
華
商
線
舎
は
、
領
事
や
大
使
を
通
じ
て
本
園
の
商
務
主
管
官
鷹
と
繋
が
る
、
例
え
ば
神
戸
や
長
崎

な
ど
の
外
国
に
あ
る
中
華
線
商
曾
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

香
港
華
商
線
舎
が
果
た
し
た
様
々
な
釘
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の

一
端
を
示
す
具
韓
的
な
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
潮
州
人
雲
術
家
陳
某
が
新

加
坂
経
由
で
欧
州
に
教
育
覗
察
に
で
か
け
る
に
際
し
、
香
港
の
潮
州
八
邑
商
曾
が
香
港
華
商
線
舎
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
新
加
坂
線
商
曾
曾
長

宛
て
に
「
よ
ろ
し
く
頼
む
と
い
う
」
紹
介
状
を
書
い
て
欲
し
い
旨
、
香
港
華
商
商
曾
舎
長
に
釣
し
て
依
頼
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
贋
東

人
に
と
っ
て
香
港
そ
の
も
の
の
機
能
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
同
郷
曾
軍
位
の
商
業
組
織
(
香
港
で
は
こ
れ
を

ρ

商
曾
μ

と
稀
し
た
)
か
ら
香
港

華
商
線
舎
を
通
じ
て
他
地
域
の
中
華
総
商
曾
へ
と
繋
が
り
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
傘
下
の
下
位
の
華
人
同
郷
組
織
へ
と
繋
が
る
重
要
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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園
民
政
府
下
の
「
革
命
的
商
民
」

前
述
の
通
り

一
九
三
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
贋
東
商
運
沿
革
史
」
は
、
商
民
運
動
を
四
つ
の
時
期
に
分
期
し
、
第
四
の
二
六
年
以
降
を
組

織
的
商
民
運
動
の
時
期
と
し
、

一
九
三
二
年
の
市
商
舎
へ
の
改
組
を
商
民
運
動
の
成
果
と
し
て
捉
え
つ
つ
も
、
我
々
商
人
は
外
か
ら
は
洋
商
に

よ
る
経
済
的
堅
迫
、
内
に
お
い
て
は
苛
摘
雑
税
に
苦
し
み
、
近
年
で
は
勢
資
聞
の
紛
糾
、
政
府
の
公
債
募
集
な
ど
が
、
次
々
と
わ
れ
わ
れ
商
人

(
制
)

に
向
か
っ
て
「
進
攻
し
て
く
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
彼
等
は
諸
手
を
あ
げ
て
政
府
の
協
力
要
請
に
感
じ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
で

は
、
商
民
は
ど
の
よ
う
な
原
則
と
主
義
の
も
と
で
、
官
側
の
要
求
に
譲
歩
し
、
協
力
す
る
龍
制
を
取
っ
た
の
か
。
つ
ま
り
、
新
時
代
の
圃
家
建

設
事
業
に
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
ゼ
の
下
で
動
員
さ
れ
た
の
か
。

一
九
二
八
年
か
ら
二
九
年
こ
ろ
の
史
料
を
使
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

一
九
二
八
年
九
月
の
康
東
全
省
商
曾
代
表
大
舎
で
報
告
さ
れ
た
李
卓
版
)
「
商
民
運
動
興
国
際
貿
易
一
は
園
際
貿
易
を
琵
展
さ
せ
る
た
め
の
注

意
貼
と
し
て
、
①
華
僑
商
舎
を
組
織
し
て
圏
内
の
商
命
日
と
常
に
連
携
を
保
つ
こ
と
、
②
各
地
の
商
舎
に
調
査
部
を
設
け
、
現
地
の
商
業
状
況
を

報
告
さ
せ
る
こ
と
、
③
圏
外
の
商
舎
に
園
貨
展
覧
所
を
附
設
す
る
こ
と
、
④
園
内
外
の
商
舎
は
内
外
の
工
場
を
紹
介
し
、
商
庖
と
連
携
を
保
つ

こ
と
、

⑤
圏
外
の
商
舎
は
華
商
を
代
表
し
て
駐
在
地
政
府
に
釘
し
商
事
訴
訟
と
商
事
仲
裁
の
請
求
を
す
る
こ
と
、
⑥
本
圃
に
取
る
べ
き
商
業
政

策
を
提
案
し
、
華
商
の
た
め
の
利
益
保
護
に
蓋
く
す
こ
と
、

の
六
黙
を
奉
げ
、
園
際
貿
易
に
お
け
る
商
民
運
動
の
具
髄
像
を
示
し
て
い
る
。
こ

こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
圏
内
の
商
曾
線
商
舎
が
海
外
の
中
華
線
商
舎
と
緊
密
な
連
絡
を
取
り
、
製
造
業
と
連
関
さ
せ
た
園
際
貿
易
の
促
進
の

{
貫
を
奉
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

翌
年
部
彦
華
「
建
設
事
業
輿
商
人
之
開
係
|
|
在
贋
東
線
商
曾
第
二
次
代
表
大
曾
演
僻
||
」
は
「
新
時
代
の
新
式
商
人
」
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
全
枇
舎
の
利
盆
の
た
め
に
商
業
知
識
を
充
賓
さ
せ
、
民
生
主
義
的
建
設
事
業
に
貢
献
す
べ
き
だ
、
と
い
う
一

般
論
に
績
き
、
「
生
産
式
」
商
業
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
商
人
遁
徳
を
向
上
さ
せ
、
救
園
運
動
に
従
事
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
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大
商
人
に
は
新
興
工
業
へ
の
投
資
を
勤
め
、
小
商
人
に
は
自
身
の
技
能
の
充
賓
と
園
産
品
の
販
責
擦
大
に
注
意
す
る
よ
う
説
得
し
て
い
る
。
つ
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ま
り
、
市
商
曾
成
立
直
前
の
贋
州
線
商
舎
に
求
め
ら
れ
た
も
の
は
、
海
外
の
商
舎
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
園
産
品
の
製
造
と
そ
の
販
貰
促
進

と
い
う
、
「
革
命
的
建
設
」
に
貢
献
す
る
具
躍
的
な
「
新
式
商
人
像
」
で
あ

っ
た
。

一
方
、
解
鐙
直
前
の
商
民
協
曾
曾
員
に
向
け
て
行
な
っ
た
林
翼
中
の
ス
ピ
ー
チ
「
ど
の
よ
う
に
し
て
革
命
的
商
民
と
な
る
か
」
で
は
、
帝
国

主
義
の
打
倒
と
不
平
等
係
約
の
撤
駿
に
革
命
的
民
衆
が

一
致
圏
結
す
る
必
要
が
強
調
さ
れ
る
。
商
民
協
舎
成
立
三
年
目
に
あ
た
り
、
商
民
協
曾

は
過
去
の
栄
光
の
歴
史
を
楢
承
す
る
と
と
も
に
過
ち
を
訂
正
し
、
組
織
を
巌
密
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
、
様
々
な
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
ま
だ
に
商
民
の
庭
遇
が
改
善
さ
れ
な
い
の
は
、
帝
国
主
義
の
経
済
的
侵
略
と
不
卒
等
倹
約
の
存
在
が
ゆ
え
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
、
革
命
民
衆
の
力
を
結
集
し
て
帝
園
主
義
を
打
倒
し
、
目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
等
の
商
民
に
す
ぎ
な
い
商
民

協
舎
の
曾
員
が
着
手
す
べ
き
は
、
商
民
逼
徳
と
商
業
技
能
の
向
上
、
劣
悪
な
商
習
慣
の

一
掃
で
あ
る
。
本
薫
の
指
導
に
従
い
、
中
華
民
族
の
精

一
珊
を
回
復
し
て
国
家
と
種
族
を
愛
し
、
利
を
分
け
る
の
で
な
く
利
を
生
ず
る
「
革
命
的
商
民
」
と
な
れ
、
と
結
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
、
具
種
的
な

「
革
命
的
商
人
」
像
が
提
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

本
論
で
は
ひ
と
つ
に
、
贋
州
市
を
め
ぐ
る
政
治
的
混
乱
の
影
響
を
受
け
、
来
歴
様
々
に
し
て
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
た
五
つ
の
商
人
圏
躍

が

一
九
一二一

年
の
二
月
に
庚
州
市
商
舎
と
麿
東
省
商
曾
聯
合
舎
と
い
う
こ
元
的
流
れ
の
な
か
に
統
合
さ
れ
て
い
く
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

し
て
、
贋
州
市
商
舎
の
構
成
と
牧
支
を
黙
検
す
る
こ
と
を
通
じ
、
市
商
舎
の
機
能
を
分
類
整
理
し
て
み
た
。
そ
こ
で
浮
か
び
あ
が
る
新
し
い
商

舎
像
と
い
う
の
は
、
政
府
の
公
共
的
役
割
を
部
分
的
に
負
携
す
る
主
龍
と
い
う
姿
で
あ
る
。

一
方
、
本
論
の
紋
速
を
貫
く
、
法
制
へ
の
関
心
の
重
黙
は
一
九
二
九
年
商
曾
法
に
あ
っ
た
。

一
九
二
九
年
商
曾
法
は
い
く
つ
か
の
黙
で
一
九

一
五
年
商
曾
法
と
異
な
る
。
重
要
な
嬰
更
黙
の

一
つ
は
、
曾
員
代
表
資
格
に
「
反
革
命
的
行
矯
の
あ
る
者
」
は
代
表
に
な
れ
な
い
こ
と
が
書
き

い
れ
ら
れ
た
こ
と
。
こ
の
黙
は
、
薫
園
瞳
制
の
確
立
が
商
曾
法
へ
具
瞳
的
に
反
映
さ
れ
た
事
例
と
説
明
で
き
る
。
第
二
賠
は
、
商
庖
及
び
商
人



車
位
の
加
入
が
基
本
で
あ
っ
た
一
五
年
法
と
遣
い
、
二
九
年
法
で
は
、

ほ
ぼ
同
時
に
公
布
さ
れ
た
「
工
商
同
業
公
舎
法
」
と
セ
ッ
ト
に
な
り
、

個
人
加
入
の
遁
を
閉
ざ
し
、
同
業
公
舎
を
商
曾
加
入
の
基
本
軍
位
と
し
た
こ
と
。
第
三
の
重
要
な
愛
更
黙
は
、

一
豚
一
商
舎
、
多
く
て
も
一
一一
商

曾
ま
で
と
い
う

一
五
年
法
の
規
制
を
緩
和
し
、
商
曾
の
設
立
は
自
由
裁
量
に
任
せ
た
こ
と
。
園
民
政
府
が
公
布
し
た
こ
九
年
商
曾
法
は
、
以
上

の
三
黙
に
お
い
て
奮
法
と
の
大
き
な
遣
い
が
あ
っ
た
。

一
九
二
九
年
三
月
の
闇
民
薫
三
全
大
舎
を
経
て
商
人
固
瞳
組
織
案
が
決
議
さ
れ
、
紛
糾
が
表
面
化
し
た
上
海
線
商
舎
と
上
海
市
商
民
協
舎
は

と
も
に
解
散
を
絵
儀
な
く
さ
れ
、
上
海
市
商
舎
が
誕
生
し
た
。
贋
州
の
商
人
組
織
も
似
通
っ
た
経
過
を
辿
り
、
線
商
舎
、
市
商
舎
、
商
民
協
舎

は
す
べ
て
解
散
の
う
え
、
一
九
二
二
年
二
月
に
新
し
く
贋
州
市
商
舎
が
誕
生
し
た
。
市
商
曾
は
、
奮
線
商
曾
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
新
商
曾

法
を
根
擦
に
海
外
の
華
商
商
曾
と
密
接
に
繋
が
り
、
輸
出
入
貿
易
の
い
っ
そ
う
の
振
興
が
目
指
さ
れ
た
。
同
時
に
、
各
在
地
の
商
人
世
界
に
安

定
的
な
シ
ス
テ
ム
を
用
意
す
る
と
い
う
、
奮
商
舎
の
機
能
は
引
き
績
き
維
持
さ
れ
た
。
商
事
事
件
の
仲
裁
や
倒
産
事
件
費
生
時
の
公
平
か
つ
合

る。理
的
な
債
権
保
全
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い

っ
た
、
自
治
シ
ス
テ
ム
の
維
持
機
能
こ
そ
が
地
域
商
民
に
と
っ
て
不
可
紋
な
部
分
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

国
民
政
府
の
課
題
と
は
、
国
産
品
の
製
造
と
そ
の
販
路
の
擁
大
、
さ
ら
に
附
随
数
果
と
し
て
の
園
力
増
強
に
よ
る
外
商
勢
力
へ
の
反
撃
で
あ

っ
た
。
そ
の
目
的
に
向
か
い
、
園
民
政
府
は
圏
内
外
の
工
商
業
者
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
衝
動
に
よ
っ
て
動
員
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
中
で
、
商
曾
、

市
商
舎
、
華
商
商
舎
は
、
重
要
な
役
割
を
捨
っ
た
の
で
あ
る
。
華
僑
の
故
郷
と
し
て
ゆ
え
に
共
通
の
特
色
を
持
つ
慶
州
や
慶
門
、
油
頭
な
ど
の

華
南
の
商
舎
が
、
園
民
政
府
の
新
た
な
要
請
に
懸
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
充
分
に
琵
揮
し
た
賓
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
貼
が
華

南
地
域
の
商
舎
の
特
色
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
華
商
紗
廠
聯
合
舎
や
銀
行
公
曾
な
ど
製
造
業
者
や
金
融
資
本
家
な
ど
に
よ
る
濁
自
の
組
織
結
集
が
進
む
の
も

一
0
年
代
後
字
以
降

(

M
別

)

の
顕
著
な
現
象
で
あ
る
。
香
港
に
お
い
て
も
香
港
華
商
線
舎
と
は
別
に
、
香
港
中
華
廠
商
聯
合
舎
が

一
九
三
四
年
に
結
成
さ
れ
、
園
貨
提
唱
運
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動
に
主
桂
的
に
参
輩
し
て
ゆ
く
。
日
中
間
で
全
面
戦
争
が
開
始
さ
れ
る
と
、
慶
州
な
ど
圏
内
の
市
商
曾
ば
か
り
で
な
く
、
香
港
華
商
線
舎
も
鋒



な
情
緒
は
高
揚
し
、

賑
命
回
を
設
立
(
三
七
年
九
月
)
し
て
圏
内
戦
地
の
同
胞
を
支
援
す
る
と
い
う
旗
印
を
い

っ
そ
う
明
確
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
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や
が
て
シ
ャ
ム
や
新
加
披
線
商
曾
も
こ

の
方
向
に
同
調
し
、
抗
日
華
商
統
一
戦
線
形
成
へ
の
素
地
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と

九
日
。
ヲ
心
。註(

l
)

海
峡
雨
岸
に
お
け
る
最
近
の
繭
曾
研
究
の
動
向
を
詳
細
に
ま
と
め

た
も
の
と
し
て
、
橋
筏
才
「
中
国
商
曾
史
研
究
之
回
顧
輿
反
思
」

(「
歴
史
研
究
」
二

O
O
一
年
第
五
期
)
が
あ
る
。
天
津
、
上
海
、

勝
州
に
縦
き
、
法
陽
(
上
田
貴
子
「

一
九
二

0
年
代
後
宇
期
華
人
資

本
の
倒
産
か
ら
み
た
容
天
都
市
経
済
」

『現
代
中
悶
』
二
O
O
一
年

第
七
五
競
)
や
、
油
頭
、
武
漢
な
ど
の
商
曾
棺
案
も
後
掘

・
利
用
さ

れ
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
杭
州
、
重
度
、
北
京
な
ど
の
徳
商
曾
研
究
も
出

始
め
た
。
ま
た
、
近
年
尚
曾
槍
案
を
使
っ
た
・断
事
仲
裁
の
研
究
が
と

く
に
践
ん
で
あ
る
。

(
2
)

鄭
成
林
「

H

九
・

一
八
u

事
愛
後
上
海
市
商
合
的
民
主
抗
日
動
向

ー

1
粂
談
商
曾
輿
図
民
政
府
的
関
係
」
(
『筆
中
師
範
大
祭
拳
報
』

一

九
九
九
年
第
四
期
)
な
ど
が
あ
る
。

(
3
)

拙
稿

「
長
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
商
曾
と
地
域
枇
舎
」
(
森
時
彦
編

『中
間
近
代
の
都
市
と
農
村
』
京
都
大
観
人
文
科
皐
研
究
所
、

二
O

O
一
年
一一一月
)
、
「
民
園
初
期
に
お
け
る
商
舎
の
改
組
と
商
民
統
合
」

(紳
戸
商
科
大
挙
『
人
文
論
集
』
第
三
三
一巻
第
四
競
、
一
九
九
八

年
)
で
、
長
江
下
流
域
、
東
北
、
華
北
地
域
の
商
曾
の
概
要
と
特
色

を
分
析
し
た
。

(
4
)
多
く
の
論
文
は
郎
捷
「
孫
中
山
領
導
的
革
命
運
動
輿
清
末
民
初
的

蹟
東
』
(
成
東
人
民
出
版
紅
、

一
九
九
六
年
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
同
氏
の
「
民
初
贋
東
的
商
人
園
鰹
輿
枇
曾
動
乱
|
|
以
卑
省

商
図
画
周
例
」
(
第
三
居
中
園
商
業
史
曾
議
[
二

0
0
0年
、
香
港
]

提
出
論
文
)
や
「
商
園
事
援
再
検
討
|
|
従
商
人
図
健
的
角
度
」

(経
済
組
織
興
市
場
後
展
図
際
同
学
術
討
論
曾
提
出
論
文
)
、
香
港
商

人
ま
で
を
頑
野
に
入
れ
た
呉
倫
寛
霞

・
莫
世
鮮
の
「
卑
港
商
人
奥
民

初
革
命
運
動
」
(
『近
代
史
研
究
』

一
九
九
三
年
五
期
)
、
康
東
の
商

圏
を
扱
っ
た
数
光
旭
「
辛
亥
革
命
時
期
的
庚
東
商
圏
」
(
辛
亥
革
命

九
十
周
年
記
念
図
際
同
学
術
討
論
舎
[
二

O
O
一
年
、
武
漢
]
提
出
論

文
)
が
あ
る
。
海
外
の
向
学
者
の
研
究
に
、
何
円
テ
ZH門ご
y
h
E
5包的
噂

27向
。
『
ロ

Z
Z
〉
印
印
o
n
H白

門

戸

O
口
同

5
(υg
g
p
呂∞印
I
Z
--J
5
7白
血
『

r

何
-
〈
目
白
血
F

0

4

〈ニ
-
E
B
ω
F
Cロ
ロ

2
0門目的
ゆ

叫
]
ど
の
含
是
認
(
リ
N
H
L
Y

切
中

E
2
3

叫

1
8
0
4て
2
h
b
F
ω
g
D
目。三

C
E
〈

m
g
H門
可
句
門
命
的
印
叩

-S
KFが
あ

る
。

(
5
)

堕
出
浩
和
「
蹟
東
商
園
事
件
||
第
三
次
慶
州
政
権
と
市
民
的
自

治
の
分
裂
」
(
「
東
洋
皐
報
』
八
一
(
二
)
、
一
九
九
九
年
)
、
三
石
善

吉
「
商
園
事
件
と
黄
楠
箪
官
邸
T

校
の
後
展
(
そ
の

1
)
」
(
『筑
波
法

政
』
八
、
一
九
八
五
年
)
、
波
多
野
善
大
「
商
園
事
件
の
背
旦

R
I
-

-
九
二
四
年
に
お
け
る
贋
州
の
現
賓
」

(
『
愛
知
皐
院
大
祭
文
事
部
紀
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要
』
四
、
一
九
七
四
年
)
ほ
か
、

「慶
州
商
圏
事
件
|
|
時
代
背
景

及
起
悶
之
研
究
」
(
『中
正
嶺
拳
術
研
究
集
刊
』

一
四
、
一
九
九
五
年

五
月
)
等
王
肇
宏
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の

慶
州
を
扱
っ
た
北
村
稔

『第
一
次
図
共
合
作
の
研
究
』
(
岩
波
書
底
、

一
九
九
八
年
)
、
栃
木
利
夫
・
坂
野
良
士
口

『中
園
園
民
革
命
』
(
法
政

大
祭
出
版
、
一
九
九
八
年
)
、
深
町
英
夫
『
近
代
中
園
に
お
け
る
政

策

・
社
舎

・
園
家
』
(
中
央
大
祭
出
版
部
、
一
九
九
九
年
)
、
横
山
宏

章

『孫
中
山
の
革
命
と
政
治
指
導
』
(
研
文
出
版
、
一
九
八
七
年
)

に
も
事
件
の
背
景
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
と
分
析
が
あ
る
。

(6
)

「慶
州
市
格
案
館
指
南
』
(
中
園
棺
案
出
版
社
、

一
九
九
七
年
、

一三
五

二
二
六
頁
)
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
四
年
以
降
の
も
の
を
中

心
に
計
七
九
七
巻
所
裁
、
と
あ
る
が
、
二

0
年
代
に
閲
し
て
は
印
刷

公
刊
さ
れ
た
史
料
の
断
片
が
多
く
、
商
舎
内
部
の
舎
議
録
な
ど
の
第

一
次
檎
案
類
は
三
0
年
代
市
商
曾
以
降
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。

(
7
)

以
下
の
位
以
遠
は
「
六
十
年
庚
州
紅
曾
稗
史
」

(
『
庚
東
七
十
二
行
商

報
二
十
五
周
年
紀
年
競
』
一
九
三
一
年
、

三
五

六

四

頁
)、
楊
高

秀

・
鐙
卓
安
主
編
『
慶
州
筒
史
』
(瞭
東
人
民
出
版
社
、

一
九
九
六

年、

三
二
七

|
三
五

一
頁
)
に
撮
っ
た
。

(
8
)

七
十
二
行
の
数
は
、

庚
東
十
三
行
な
ど
と
同
様
、
固
定
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
同
業
組
織
の
増
加
に
よ
っ
て
、
徹
氏
動
が
あ
る
。
東
主

同
文
曾
編

『支
那
省
別
全
誌
(
第

一
巻
蹟
東
省
)』
(
一
九
一
七
年
、

九
七
二
一l
九
八
二
頁
)
に
よ
る
と
、
一
九
一

0
年
代
中
頃
で
は
九

O

徐
行
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

(
9
)

『番
目
円
際
績
志
』
(一

九
三一

年
、
巻
十
二
、
賓
業
志
)
三
一一頁
。

た
だ
し
、
首
時
で
さ
え
、
線
数
は
七
十
二
行
を
下
ら
ず
、
無
力
の
も

の
は
数
に
入
れ
て

い
な
い
と
い
う
。

(
日
)
卑
商
自
治
舎
の
活
動
に
つ
い
て
は
張
王
法

『清
季
的
立
憲
園
穏
』

(
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
専
刊
二
八
、

一
九
七
一
年
、

三
七
五

|
三
七
八
頁
)
に
詳
細
な
記
述
と
分
析
が
あ
る
。

(
日
)

九
善
堂
と
は
愛
育
、
康
晴
問
、
康
仁
、
葱
行
、
明
善
、
述
善、

潤
身
、

方
使
、
崇
正
の
九
堂
(
磐
院
)
を
指
す
。
慶
州
の
善
堂
に
関
し
て
は
、

松
田
吉
郎
「
清
代
後
期
廃
東
贋
州
府
の
倉
庫
と
普
堂
」
(
『東
洋
肇

報
」
六
九

(
一
・
二
)
、
一

九
八
八
年
)
が
詳
し
い
。

(
ロ
)
前
人

「
庚
州
市
商
運
沿
革
提
要
」
(
梁
関
秋
編
「
贋
東
商
運
沿
革

史
』

一
九
三
四
年
。
庚
東
省
立
圏
書
館
孫
中
山
文
献
館
所
蔵
。
編
者

梁
間
秋
は
一
九
一
二
年
に
孫
文
指
導
の
下
で
成
立
し
た
庚
東
金
省
出
附

曾
聯
合
舎
(
本
文
園
参
照
)
の
代
表
。
梁
自
身
の
主
張
を
記
し
た

「
上
全
園
商
舎
代
表
大
曾
意
見
書
」
な
ど
が
あ
る
。
)
五
|
六
頁
。

(日
)

蹟
東
を
含
む
圏
内
の
状
況
に
つ
い
て
は
張
存
武

『光
緒
州

一
年
中

美
工
約
風
潮
』
(
牽
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
五
年
)
を
参
照
さ
れ

た
し
。
海
外
華
僑
枇
舎
で
の
反
感
に
つ
い
て
は
黄
賢
強

「海
外
華
人

的
抗
争
|

|
釘
美
抵
制
運
動
史
貧
血
ハ史
料
』
(新
加
坂
豆
洲
研
究
同
学

舎
、
二

O
O
一
年
)
が
詳
し
い
。

(
U
)

李
恩
緬
「
中
美
牧
田
卑
漠
銭
路
権
交
渉
|
|
晩
清
牧
回
鍛
路
利
権

運
動
的
研
究
之
こ
(
『
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』

一
、

一

九
六
九
年
八
月
)
に
詳
し
い
。

(
日
)
「
羊
城
雑
誌
」
『
申
報
』
一
九
O
五
年
一
月
三
日
。

(
日
)
「
代
庚
州
商
務
線
命
回
擬
富市定
創
緋
章
程
二
十
四
係
」

(夏
東
元
編

『鄭
観
感
集
』
下
、
上
海
人
民
出
版
枇
、

一
九
八
八
年
、
五
九
三

五
九
六
頁
)
。
の
ち
、
章
程
十
六
係
(
同
五
九
九
|
六

O
二
頁
)
が
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新
た
に
定
め
ら
れ
た
。

(
口
)
左
{
一
不
審
等
が
嗣
苛
督
山
今
春
値
を
通
じ
商
部
に
申
請

(『
南
海
豚
誌
』

第
六
、
建
置
)
。
各
商
競
が
準
備
金
を
負
捻
し
、

一
股
洋
銀

一
O
元、

計
二
0
0
0股
を
集
め
た
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
五
つ
の
善
堂
を
通
じ

七
十
二
行
か
ら
収
集
し
て
設
立
さ
れ
た
(
前
掲

『鄭
観
懸
集
』
下、

五
九
九
頁
)。

(時
)

前
掲
「
康
州
市
商
運
沿
革
提
要
」
六
頁
。

(日
)

駆
出
浩
和
は
「
市
民
的
自
治
」
と
い
う
一言
葉
を
使
い
、
こ
の
時
期

の
在
地
商
人
達
と
政
府
と
の
閥
係
を
描
い
て
い
る
(
前
掲
「
康
東
商

聞
事
件
||
第
三
次
瞭
州
政
機
と
市
民
的
自
治
の
分
裂
」
ほ
か
、

「
第
二
次
蹟
州
政
府
期
の
贋
州
市
政
|
|
特
に
一
九
一
一
一
年
の
改
革

に
つ
い
て
」

『ア
ジ
ア
後
展
研
究
』
第

一
抜、

一
九
九
二
年
、
「
康
東

省
に
お
け
る
自
治
要
求
運
動
と
燃
長
民
選
||
一
九
二
O

一
九
二

一
年
」
『ア
ジ
ア
研
究
』
三
八

(一二)
、

一
九
九
二
年
、
「
第
二
次
慶

州
政
府
期

(
一
九
二
O

二
二
年
)
の
庚
東
省
議
舎
と
贋
東
省
憲

法」

『ア
ジ
ア
殻
展
研
究
』
第
二
時腕、

一
九
九
四
年
)
。

(
初
)
「
閥
於
商
曾
改
組
之
糾
紛
案
」
『
中
央
政
治
舎
議
慶
州
分
曾
月
報
』

一三
期

(
一
九
二
八
年

二一
月
)
一

二
九
l
一
三
四
頁
、
前
掲
「
廃

州
市
商
運
沿
革
提
要
」

六
頁
。

(幻
)

一
九
二
四
年
、
話
局
は
再
度
、
舗
底
(
庖
舗
債
値
)
の
二
割
に
あ

た
る
応
舗
税
の
徴
牧
と
、
遁
路
爾
側
商
庖
の
舗
底
権
の
消
滅
を
定
め

よ
う
と
し
た
。

(
勾
)
「
債
州
市
市
商
曾
沿
革
及
工
作
概
況
」
(
蹟
州
線
市
雨
商
舎
合
編

『附
駅
東
商
業
年
鑑
』

一九一
一一
一
年
)
二
四
頁
。
商
園
事
件
の
詳
細

に
つ
い
て
は
香
港
華
字
日
報
編
『
康
東
和
械
潮
』
(
一
九
二
四
年
冬
)

(
存
率
息
子
枇
編
集

『一

九
二
四
年
慶
州
商
圏
事
件
』
中
園
近
代
史
資

料
分
類
会
編
之
七
、
崇
文
書
庖
、

一
九
七
四
年
、
所
収
)
が
あ
る
。

(
お
)
図
民
議
は
初
め
、
秘
書
庭
の
ほ
か
、
組
織
、
{
亘
停
、
調
査
、
軍
事
、

工
人
、
農
民
、
青
年
、
婦
女
の
八
部
を
置
き
、
の
ち
質
業
部
(
商
民

部
と
改
稿
、
伍
朝
植
部
長
)
と
海
外
部
を
増
設
し
、

一
O
部
鐙
制
を

取
っ
た
。
こ
の
時
期
の
工
人
、
農
民
、
青
年
、
婦
女
、
商
民
部
の
原

史
料
を
集
め
た
も
の
が
中
園
図
民
集
黛
史
史
料
編
纂
委
員
舎
の
五
部

棺
案
で
あ
る
。

(
弘
)
「
中
園
図
民
朴
無
償
問
立
商
民
運
動
講
習
所
章
程
」

中
央
築
史
史
料
編

世教委
員
曾
庫
裁
史
料

『五
郎
総
案
』
商
民
部
二
O
三
七
。
全
七
僚
か

ら
な
る
章
程
に
よ
る
と
、
修
叩
学
期
間
三
個
月
、
定
員
は
四
O
名
で
あ

っ
た
。

(
お
)
賞
詔
年
編
『
中
園
園
民
集
商
民
運
動
経
過
」
(
原
本
一
九
二
七
年

後
行
、
近
代
中
園
資
料
叢
刊
三
編
第
六

O
輯
五
九

て

文
海
出
版
枇
。

一
九
二
七
年
七
月
長
江
流
域
商
民
代
表
大
曾
席
上
で
の
報
告
冊
子
で
、

武
漢
図
民
償
問中
央
商
民
部
所
属
の
三
民
公
司
か
ら

一
九
二
八
年
に
再

版
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
)
一
一
一
1
1
二
二
頁
。

(
お
)

『中
間
図
民
簸
第

一
-
二
次
全
園
代
表
大
合
曾
談
史
料
』
(
中
園

第
二
歴
史
棺
案
館
編
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
)
(
上
)

三
八
八
|
三
九
三
頁
。

(
幻
)
「
中
央
商
民
部
致
庚
東
商
民
協
曾
函
(
一
九
二
六
年
三
月
二
五
日
、

開
列
本
部
直
接
汲
員
組
織
之
各
地
商
民
協
舎
倉
員
人
数
)
」

『五
部
機

案
』
商
民
部
O
八
五
回
。
内
誇
は
康
州
市
三
九
九
人
、
庚
州
市
南
郊

八
六
人
、
中
山
懸
四
、

一
九
一
人
、
中
山
豚
小
杭
一
六
一二
人
、
資
安

懸
深
川
六
六
人
、
香
田
内
新
洲
一

O
三
人
。
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(
お
)
前
掲
「
慶
州
市
商
運
沿
革
提
要
」
七
頁
。

(
m
U
)

上
海
及
び
武
漢
の
商
民
協
曾
運
動
の
詳
細
は
金
子
肇
氏
の
研
究

「
商
民
協
舎
と
中
園
園
民
集
(
一
九
二
七
|
一

九
三
O
)
」
(
「
歴
史

同
学
研
究
』
五
九
八
鏡
、
一
九
八
九
年
)
、
「
武
漢
に
お
け
る
商
民
運
動

と
園
共
合
作
|
|
由
民
運
動
の
動
向
を
中
心
に
」
(
『下
関
市
立
大
皐

論
集
』
第
三
四
巻
第

一
競
、
一
九
九
O
年
)
、

ほ
か
張
亦
工

「
商
民

協
曾
初
探
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
九
二
年
三
一
期
)
が
あ
る
。

(ω)
前
掲
黄
詔
年
『
中
園
園
民
館
市
商
民
運
動
経
過
』
一
二
三
!
?
っ
一
五
頁
。

但
し
、
こ
れ
は

一
九
二
七
年
七
月
ま
で
の
数
字
。

(
む
)
前
掲
「
虞
州
市
商
運
沿
革
提
要
」
七
頁
。

(
犯
)

「
中
園
閤
民
集
第
二
次
全
園
代
表
大
曾
商
民
運
動
決
議
案
」
。
全

文
は
前
掲
黄
詔
年
「
中
園
園
民
黛
商
民
運
動
経
過
』
(
三
七
!
五
二

頁
)
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
同
右
、
一
O
頁
。

(
鈍
)

「
中
央
商
民
部
致
海
外
部
函

(
一
九
二
六
年
八
月
一
一
一二
日
、
調
査

海
外
華
僑
商
曾
地
社
)
」

『五
部
槍
案
』
商
民
部
二
二
五
九
。

(
お
)

「
蔚
東
全
省
商
民
協
舎
鯵
備
庭
上
中
執
舎
函

(一

九
二
六
年
四
月

三
日)」

『五
部
構
案
』
商
民
部
二
二
六
九
。

(
お
)
五
O
O
元
を
請
求
し
た
が
、
(
貫
際
三
O
O
元
の
支
援
が
得
ら
れ
た

(
「
閥
於
摘
助
庚
東
全
省
商
民
協
曾
臨
時
備
庭
経
費
」
第
二
歴
史
棺
案

館

『贋
州
園
民
政
府
槍
案
』
一

九
|
O
六
九
)
。
四
月

一
五
日
に
請

求
し
た
時
黙
で
、
既
に
四
O
絵
の
商
民
協
舎
と
数
寓
人
を
下
ら
な
い

曾
員
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
『
庚
州
民
図
日
報
』
一

九
二
六
年
五
月
一一一

日
|
二
六
日
に
開
連

記
事
が
連
載
。

(
お
)
前
掲
黄
詔
年
『
中
園
園
民
集
商
民
運
動
経
過
』
一
八
頁
。

(
ぬ
)
「
全
省
商
民
協
曾
代
表
祭
黄
花
山
岡
」
、
「
中
央
商
民
部
省
商
民
部
宴

全
省
商
民
協
曾
代
表
」
「
慶
州
民
園
日
報
』

一
九
二
六
年
五
月
二
四

口
μ

。

(ω
)
前
掲
黄
詔
年

『中
図
画
民
黛
商
民
運
動
経
過
』
二
O
頁
。

(
M
U
)

劉
帆
獲
「
短
剣
」

『
康
東
商
民
』
第
一
期
(
贋
東
省
集
部
商
民
部

機
関
誌
、
庚
東
省
槍
案
館
所
議
。
『
庚
州
民
園
日
報
』

一
九
二
七
年

一
月一

一
日
の
新
聞
に
現
物
と
は
若
干
異
な
る
目
録
の
庚
告
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
九
二
七
年
初
め
頃
の
出
版
と
推
定
さ
れ
る
)

四
頁
。

(
位
)
商
民
部
部
長
宋
子
文
が
順
徳
豚
執
行
委
員
曾
商
民
部
に
あ
て
た

「
函
復
順
徳
豚
集
部
商
民
部
報
告
該
豚
商
民
蓬
動
情
形
(
一
九
二
六

年
五
月
四
日
)
」
(
「
希
注
意
不
良
紛
子
参
加
組
織
商
民
協
曾
、
並
随

時
報
告
運
動
情
形
」
『
五
部
檎
案
』
商
民
部
O
二
八
八
)
で
は
、
「
工

賊
」
醇
擦
が
商
民
協
曾
の
組
織
化
を
請
け
負
っ
て
よ
か
ら
ぬ
結
果
を

招
い
て
い
る
の
で
、
注
意
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
な
さ
れ
て
い

る。

(必
)

「中
央
商
民
部
致
康
東
商
民
協
曾
函
|
|
請
制
止
順
徳
商
民
協
曾

臨時
備
大
良
市
商
民
協
舎
(
六
月
一
六
日
)
」

『五
部
槍
案
』
商
民
部
O

八
七
一
、

「庚
東
商
民
協
舎
呈
中
央
商
民
部

[
部
長
宋
子
文
]
函

i
l呈
復
順
徳
豚
商
民
協
舎
前
奉
本
部
命
令
停
止
職
権
、
今
後
如
何

燐
理
、
請
矯
核
示
(
一
O
月
二
八
日
)
」
同
商
民
部
O
八
九
七
。

(
仏
)
「
順
徳
商
民
協
舎
水
藤
分
曾
呈
中
央
商
民
部
函
|
|
請
解
散
陳
園

強
等
組
織
之
傷
水
藤
分
舎
、
並
懲
塀
繭
首

(一一

月

一
O
日
)」

同

右
商
民
部
O
九
O
四
。
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(
必
)

「
中
央
闘
民
部
致
蹟
束
尚
民
協
曾
函
|

|
請
解
散
陸
型
肝
脚
商
民
協

合
間
陶
石
分
曾

(一

九
二
六
年
八
月
二
八
日
こ

同
右
商
民
部
O
八
八

九
。

(ω
)
「
本
部
工
作
」『
成
東
・尚
民
」
第

一
期、

二

二

二

五
頁
。

(
幻
)

「各
地
商
民
運
動
情
況
|

|
各
地
商
民
協
曾
工
作
報
告
|

|
」

『蹟
東
商
民
』
第
一
期
、

二
五
|一

一
六
頁
。

(
川
刊
)
曾
長
余
仁
舟
、
指
導
員
は
共
産
織
員
の
呉
漠
。
中
山
市
地
方
志
編

纂
委
員
曾

「中
山
市
史
』
上

(阪
東
人
民
州
版
一靴、

一
九
九
七
年
)

三
O
六
頁
。

(ω
)
「
江
門
市
工
商
聯
附
史
」

(江
門
市
政
協
文
史
資
料
研
究
委
員
含

編

『江
門
文
史
』
一

九
輯
、

一
九
九

O
年
二
月
)
四
五
頁
。

(
印
)
一
服
建
省
龍
渓
豚
石
附
銀
商
舎
の
場
合
、
閤
民
簸
軍
が
一崎
建
入
り
し

た
直
後
笛
商
舎
は
自
然
解
慢
し
、

二
七
年
に
商
民
協
曾
を
組
織
し
た

が、

二
年
後
に
揃
民
協
曾
は
整
理
解
放
さ
れ
、

一
九
三
O
年
二
月、

商
曾
名
橋
を
回
復
す
る
た
め
の
準
備
委
員
舎
が
設
立
さ
れ
た
(
『石

川
町
鋲
商
曾
慨
況
』
一

九
四
八
年

二

月、

二
頁
)。

(
日
)

以
上
の
呈
文
は
「
照
明
東
及
南
洋
各
地
商
曾
及
商
民
協
曾
成
立
及
改

選

(一

九
二
五
年
九
月

一
九
二
六
年

一一

月
ご

フ
ァ
イ
ル
(
第

二
歴
史
槍
案
舘
「
腐
州
園
民
政
府
棺
案
』
一

九
|

一
一一一九
所
牧
)
に

減
る
。
的
江
肝
判
断
曾
正
副
合
長
劉
瑞
庭
、
劉
鴻
勅
に
よ
る
呈
文
は
、

工
舎
が
各
機
関
に
釣
し
て
公
函
を
使
用
し
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
、

同
じ
く
園
民
政
府
に
所
属
す
る
商
曾
に
そ
の
権
利
が
等
し
く
輿
え
ら

れ
な
い
の
は
お
か
し
い
、
と
い
う
理
由
を
あ
げ
る
。

(
臼
)

「
呈
請
令
筋
蹟
東
省
政
府
於
該
合
出
席
委
員
人
数
未
得
到
平
等
之

先
勿
崎
県
改
除
雑
摘
研
究
曾
備
案
」
(
九
月
一
一
日
、
既
州
市
商
民
協

曾
正
倉
長
蒋
議
石
の
図
民
政
府
へ
の
呈
文
、
前
掲

『賢
州
図
民
政
府

棺
案
』
一

九
|
一
三
九
所
収
)

(
日
)
こ
の
聞
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
金
子
肇
「
上
海
資
本
家
階
級
と

図
民
熊
政
治

(一

九
二
七

二
九

)
1i鴻
少
山
追
放
の
政
治
史
的

意
義
|

|
」
『史
向
学
研
究
』
一

七
六
競

(一

九
八
七
年
)
に
詳
し
い
。

(M
)

天
津
市
指
案
館
、
天
津
枇
曾
科
向
学
院
歴
史
研
究
所
、
天
津
市
工
商

業
聯
合
舎

『天
津
商
舎
袷
案
涯
編
、
上

ご

九
二
八
|
一

九
三
七
)
』

(天
津
人
民
出
版
紙
、

一
九
九
六
年
)
五
二
凹

五

二
八
頁
。

(
日
)
五
五
際
九

O
絵
の
商
曾
、
一
七

O
絵
人
が
参
加
し
た
(
劉
維
文

「
釣
於
全
省
商
曾
代
表
大
曾
閉
幕
後
之
感
想
」
『
商
業
特
刊
』
康
東

全
省
商
曾
代
表
大
舎
大
事
記
、

一
九
二
八
年
九
月
、
一
四
頁
)
。

(
日
)

前
掲
梁
関
秋
「
上
金
図
商
曾
代
表
大
曾
意
見
書
」

一
四
|
一

五
頁
。

(
幻
)
「
開
於
商
舎
改
組
之
紛
糾
案
」
『
中
央
政
治
舎
議
庚
州
分
曾
月
報
』

一
三
期

(一

九
二
八
年

一
二
月
士二

日
)
一
二
九

|
一
三
四
頁
。

(
m
m
)

「
各
省
市
商
民
協
曾
及
川
策
部
要
求
取
消
商
舎
及
統
一
商
民
組
織
函

竜
一
雄
編
」
(
前
掲

『天
津
商
舎
棺
案
涯
編
、
上
』
四
六

一
|
四
七

一

頁
、
「
維
護
商
曾
生
存
権
」

(同
四
七
三

五

一一

真
)
。
嘗
時
圏
内

二
0
0
0商
舎
に
海
外
二
0
0・
尚
舎
が
存
在
し
て
い
た
、
と
自
裕
し

て
い
る
。

(印
)

向
右
、
五
一

一ーー
五

一
四
頁
。
雄
理
委
員
曾
主
席
は
寧
波
奴
の
虞

治
卿
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
拙
著

『虞
沿
卿
に
つ
い
て
』

(
京
都
大
事
人
文
科
挙
研
究
所
共
同
研
究
報
告

『五
四
運
動
の
研

究
』
第
二
函
第
五
分
冊
、
同
朋
舎
、

一
九
八
三
年
)
七
七
|
七
九
頁

に
詳
し
い
。

(ω)
「
工
商
部
局
厳
密
協
絹
鴻
少
山
等
給
津
商
曾
訓
令
」
前
掲

「
天
津

-136-
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商
曾
棺
案
涯
編
、
上
』
五
四
二
頁
。

(
臼
)
上
海
に
お
け
る
商
人
園
健
の
再
編
に
つ
い
て
は
小
演
正
子
「
蕪

ー
ー
ー
図
家
の
下
の
上
海
|
|
都
市
枇
舎
の
再
編
」

(
『近
代
上
海
の
公

共
性
と
図
家
』
研
文
出
版
、
二

O
O
O年
)
が
詳
し
い
。
徳
商
舎
、

各
馬
路
毎
の
中
小
商
人
に
よ
る
平
民
商
曾
(
各
馬
路
商
界
聯
合
曾
)
、

そ
し
て
図
民
熊
の
工
作
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
商
民
協
舎
と
い
う
三

つ
の
流
れ
が
存
在
し
た
貼
は
、
慶
州
と
上
海
の
雨
者
に
共
通
す
る
現

象
で
あ
る
。

(
臼
)
線
商
曾
は
郷
殿
邦
、
何
戊
士
問
、
越
静
山、

李
卓
如
、
江
図
深
を
選

出
。
市
商
舎
は
語
様
池
、
李
紹
街
、
沈
十
一
心
澄
を
選
出
。
商
民
協
曾
は

劉
陰
孫
、
越
婆
辰
、
匡
瑞
南
を
選
出
し
た

(「
十
九
年
贋
東
商
業
大

事
記
」
前
掲

『蹟
東
商
業
年
鑑
』
四
1

五
頁
)。

(
日
)

「蹟
東
康
州
線
商
舎
沿
革
及
工
作
概
況
」
(
蹟
州
線
市
爾
商
曾
合

編

-
慶
州
市
商
曾
緩
行

『商
業
年
鑑
』
一

九
三一

年)。

(
似
)

何
輯
扉
「
前
言
」
『廃
州
市
商
曾
週
年
特
刊
』
(一

九
四
七
年
九

月
)

一
頁。

(
侃
)

「
商
曾
法
(
民
園
十
八
年
八
月
十
五
日
園
民
政
府
公
布
)
」
『
東
方

雑
誌
』
第
二
六
巻
第

一
五
競
、

一
一
八
一
二

O
頁
。

(白
山)

「
庚
州
市
戸
数
及
人
口
線
数
」
、
「
庚
州
市
各
匡
男
女
商
人
人
数
統

計
」
(
『
慶
州
年
鑑
』
第
四
人
口
、
四
、

一
九
三
五
年

二一
月
)
一
一
一

頁。

(
切
)
「
廃
東
全
省
商
民
協
曾
務
備
虚
上
中
執
曾
函
|
|
諸
問
准
指
援
西
瓜

図
奮
商
圏
線
所
地
社
、
震
省
商
民
協
曾
社
(
一
九
二
六
年
四
月
三

日)」

『五
部
総
案
』
商
民
部
二
二
六
九
。

(
侃
)

「本
曾
財
務
牧
支
表
(
一
九
三
三
六
月
)」

(
『康
州
市
商
曾
収
支

報
告
附
属
表
』
フ
ァ
イ
ル
、
康
州
市
棺
案
館
二
六
|
一
ー
ー
五
三
八
)。

(ω)
一
九
三
二
年

一
月
三
O
日
、
上
海
事
繁
の
勃
援
に
即
時
限
し
、
市
商

曾
傘
下
の
各
同
業
公
舎
を
召
集
し
て
外
交
緊
念
舎
議
を
開
催
。
三

一

日
、
十
九
路
軍
に
針
し
二
O
蔦
元
を
緊
急
迭
金
す
る
。
三
日
後
、
婦

女
救
図
舎
と
と
も
に
救
図
鰐
款
委
員
舎
を
組
織
す
る
(
「
二
十

一
年

庚
州
商
業
大
事
綱
鑑
」

『庚
州
商
業
年
鑑
(
民
図
廿

一
年
)
』
慶
州
市

商
合
、

一
九
三
三
年
六
月
、

二
頁
)
。

(
初
)

前
掲
「
贋
東
贋
州
線
商
舎
沿
革
及
工
作
概
況
」

一
ーー
一一頁。

(
九
)

「
組
織
提
侶
図
貨
委
員
舎
」
(
前
掲

『慶
州
年
鑑
』
第
十
経
済
)

五
四
l
五
六
頁
。
初
め
は
市
商
曾
五
名
、
市
政
府
各
局
か
ら
計
五
名
、

婦
女
提
侶
図
貨
曾

一
名
の
二

名
で
組
織
。一
一一一一
一年
七
月
の
改
組
の

の
ち
、
枇
曾
局
二
名
、
市
商
曾
二
名
、
婦
女
提
倍
図
貨
舎

一
名
に
公

安
局
と
市
織
部
各
一
名
の
七
名
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。

(η
)
前
掲
「
二
十

一
年
蹟
州
商
業
大
事
綱
鑑
」
二
頁
。

(何日)

前
掲
「
蹟
東
慶
州
徳
商
舎
沿
革
及
工
作
概
況
」

一
頁
、
積
東
省
商

業
廃

『蹟
東
商
業
誌

(上
)』
一

九
九
二
年
、
五
五
頁。

(
九
)
「
慶
東
巡
按
使
公
署
杏
陳
第
三
百
二
十
四
競
」
康
東
巡
按
使
公
署

『慶
東
公
報
』
八
八
七
鏡
、

一
九

一
五
年
六
月
二
八
日
。

(
万
)
「
本
曾
曾
務
」
「
商
業
特
刊
」
(
庚
東
全
省
商
曾
代
表
大
舎
大
事
記
、

一
九
二
八
年
)
。

(
祁
)

「
閥
於
各
機
開
園
鐙
請
曾
介
紹
」
フ
ァ
イ
ル
所
収

(慶
州
市
棺
案

舘

二

六

一

四

六

八

)
。
一

九
三
八
年
七
月
七
日
か
ら
八
月
初
旬

に
か
け
て
の
鳥
修
威
中
華
線
商
舎
、
蹟
州
市
商
舎
、
媒
炭
公
舎
開
の

往
復
書
函
。

(
け
)

同
右
フ
ァ
イ
ル
所
枚
、

-137一

一
九
三
八
年
九
月

一
八
日
と
二
四
日
の
、
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新
生
路
月
刊
一利
か
ら
瞭
州
市
・
陥
曾
宛
の
省
函
と
騎
州
市
商
舎
か
ら
南

洋
各
地
の
華
僑
商
枇
宛
の
書
函
。

(
花
)

「
底
東
全
省
各
豚
市
鋲
商
品
問
調
査
畳
記
表
」
『市
山
間
曾
周
年
特
刊
』

(市
町附命、

一
九
四
七
年
)
附
録
九
頁
。

(
乃
)

「
鹿
門
商
務
総
曾
ニ
開
シ
取
調
報
告
ノ
件
」
明
治
四
三
年
三
一月

一

二
日
、
外
務
省
外
交
資
料
館
所
磁

『各
図
商
業
合
議
所
関
係
維
件

(支
郎
ノ
部
)
』
(
フ
ァ
イ
ル
三
|
三
|
五
|
問
)。

(
別
)

仙
頭
市
民
建
舎
、
工
商
聯
工
商
史
料
工
作
委
員
合
編
纂

『油
頭
市

工
商
業
聯
ム
口
命
回
志
」
一
九
八
九
年
一
頁
。

(
飢
)

「
本
合
二
十
週
年
紀
念
曾
盛
況
」

『香
港
掌
尚
線
合
月
刊
』
第

一

港
第

一
期、

一
九
三
四
年
四
月

一
目
。

(幻
)

「
図
貨
展
覧
蹟
東
分
曾
成
立
之
進
行
|

|
推
定
委
員
十
九
人
、
設

立
繭
股
五
組
、
汲
出
東
西
南
北
四
江
勧
徴
員
、
問
導
出
口
問
依
限
運
展

展
貿
」
「瞭
州
民
図
日
報
』
一

九
二
八
年
九
月
二
五
H
。

(
回
)

「
香
港
町
本
商
線
合
公
函

(民
間
二
三
年
二
月
二
八
日
)」
『香
港
華

商
線
曾
月
刊
』
第

一
巻
第

一
期

ご

九
三
四
年
四
月
)
「
本
曾
曾
務

紀
要
」
七
六
頁
。

(
加
)

前
掲

『蹟
束
繭
一
連
沿
革
史
』
七
頁
。

(
お
)

蹟
州
市
商
曾
第

一
周
執
行
委
員
粂
常
務
委
員
。
報
開
同
業
公
舎
代

表
。
天
安
経
理
。

(初
)

李
卓
如
「
商
民
運
動
輿
閤
際
貿
易
」

『商
業
特
刊
』
(
蹟
東
全
省
商

曾
代
表
大
舎
大
事
記
、

一
九
二
八
年
)
九
|

一
O
頁
。

(幻
)

『庚
東
建
設
」
第
四
巻
第
七
|
八
期

(
一
九
二
九
年
九
月

一
五

日
)一一一
一一
l
三
O
頁
。
郁
彦
華

(三
水
人
)
は
賞
時
蹟
東
省
政
府
委

員
殺
建
設
鴎
隠
長

(『
政
策
近
現
代
人
物
詞
典
』
耐
駅
東
科
技
出
版
刷
、

四
一
頁
)
。

(総
)

林
巽
中
議
「
忽
機
去
倣
革
命
的
商
民
」
(
市
商
民
協
曾
第
三
届
執

政
委
員
就
職
淡
誹
)(『
終
盤
旬
刊
』
第

一
四
期
、
成
州
特
別
市
議
部

執
行
委
員
曾
編
印
、

一
九
二
八
年

一
O
月
二一

日
)一一一一
一
ー
二
五
頁
。

林
翼
中

(
合
浦
人
)
は
首
時
庚
東
省
政
府
委
員
粂
民
生
隠
陪
長
、
市

川
以
部
指
導
委
員
合
常
務
委
員
、
誕
部
執
行
委
員
粂
宣
博
部
部
長

(前

掲

『蹟
東
近
現
代
人
物
詞
典
』
三
三

O
頁)。

(
鈎
)
一
九
三

O
年
七
月
公
布
の
新
商
舎
法
施
行
細
則
第
四
一
線
は
、
従

来
海
外
に
あ
る
中
華
線
尚
舎
を
華
商
商
舎
と
改
得
す
る
こ
と
を
規
定

し
た
が
・
必
ず
し
も
全
て
の
中
華
棺
商
舎
が
こ
の
規
定
に
従

っ
た
わ

け
で
は
な
い
。

(ω
)
一
九
三
三
年
九
月
、
前
身
の
僑
港
園
貨
廠
商
聯
合
舎
が
後
足
。
翌

年
九
月
に
改
名
し
て
正
式
に
成
立
。
香
港
製
工
業
製
品
の
中
図
図
内

向
け
販
買
に
協
力
す
る
組
織

(『
香
港
中
華
廠
商
聯
合
曾
史
略
』
新

展
開
幕
慶
典
特
刊
、

一
九
六
四
年
、

二
二
頁
)。

(
引
)

「
曾
史
」

『香
港
中
務
総
・
凶
曾
九
十
週
年
特
刊
』

四

六

五

一
頁
。
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一
九
九
五
年
、



came ａ serious politicaland socialissue after the WanH era. In this sense, it can

be said that the activitiesof the shanren were ａ special phenomenon of the Wanli

era. Heretofore, most evaluations of the shanren have been negative, but, in

order to grasp the society and the politicsof the age, it is necessary to analyze

the activitiesof the shanren objectively.To this end, it is indispensable that the

historicalmaterials left by the shanren themselves be examined, and such is the

object ofａ forthcoming study by this author.

ON THE REORGANIZATION OF COMMERCIAL ASSOCIATIONS

　　　　

OF ＧＵＡＮＧＤＯＮＧ：FOCUSING ON THE GUANGZHOU

　　　　　　　

MUNICIPAL CHAMBER OF COMMERCE

Chen Laiχing

　　

The primary goals of this study are to trace the creation and development of

the commercial associations of Guangzhou 廣州and clarifytheirrelationship to the

Guomindang and the Nationalist government. The Guangzhou General Chamber of

Commerce廣什|總商會(1905), an outgrowth of the Seventy-two Guilds 七十二

行, the Guangzhou City Chamber of Commerce廣什l市市商會(1924), composed

of small and medium-sized business, and the Guomindang associated Guangzhou

Merchants Association 廣州市商民協會(1925), theをst to be established on a

nationwide basis, were dissolved after having existed together for five years, and

merged into the Guangzhou Municipal Chamber of Commerce 廣州市商會(1931).

The merger had been made possible by the promulgation of the new Chamber of

Commerce Law商會法in August 1929. The law reflected the principleoにruling

the nation through the party" 以黛治國, eliminating anti-revolutionarymerchants,

and closing offthe path for merchants to participatein merchant associations as in-

dividuals.Analyzing the composition of the Guangzhou Municipal Chamber of Com-

merce and the reports of its revenues, one recognizes the continuity with the

General Chamber of Commerce in its 丘nalstage and grasps the strengthening of

the representation by units of the Trade Associations 同業公會. Thus, relations

with the government and various social groups grew closer becoming indivisible.

Simultaneously, with the deliberate creation of the new image of merchants as

“revolutionary" or “progressive,"the concrete policy of the party and nation to

promote the production and sale of domestic products was promoted and dissemi-

nated through the Municipal Chamber of Commerce｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－j－



　　　

Ａ secondary goal of this study is to portray the regional flavor of the mer-

chant associations of southeastern China, including Hong Kong and Macau by

focusing on the Guangzhou Municipal Chamber of Commerce. The Amoy General

Chamber of Commerce 厦門總商會and the Swatou General Chamber of Com-

merce油頭總商會were outgrowths of the Baoshangju 保商局, which adminis-

tered the entry and ｅχitof immigrants and migrants. In addition, many general

chambers of commerce at home and abroad ｅχercisedthe functions ofissuing per-

sonal identificationpapers and passports. Furthermore, the general chambers of

commerce played ａ role as ｎｅχusin the vitalnetwork involved ｍ the sending re-

mittances and donations. The Guomindang had attempted to mobilize the mer-

chants m the name of the revolution ｍ the late 1920s, but the essence of the mer-

chant movement only became apparent in the activitiesof the chambers of com-

merce ｍ the 1930s with the dawning of realizationof near-fatal crisisfacing the

nation. The Guangzhou Municipal Chamber of Commerce earnestly accepted the

various callsissued by the Overseas Chinese General Chamber of Commerce 中

華總商會to rescue the nation.

-
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